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登場人物の紹介




トラヴィス・ヴェレッタ捜査官
主人公。イタリア系アメリカ人。ニューヨーク出身。アカデミーを落第ぎりぎりで卒業したいわゆる落ちこぼれ。両親は十六歳の時に死別。双子の弟たちがいる。




ミリアム・ウィリアムズ捜査官
アフリカ系アメリカ人。アラバマ出身。エール大を優秀な成績で卒業し、アカデミーも同様。美人で知的で力強い女性。




ジェレミー・Ｓ・アンダースミス捜査官
首都ワシントン出身。エール大をトップで卒業し、ＦＢＩの中でもエリート中のエリート。トラヴィスとは犬猿の仲と噂されている。




パトリック・コールマン捜査官
ユダヤ系アメリカ人。ニューヨーク出身。トラヴィスたちの上司。




ヒース・ハリド捜査官
レバノン系アメリカ人。フィラデルフィア出身。コールマンの部下。トラヴィスの良き友人。




レイジー・バーンズワース
十五歳の少年。




アシュリー・グラハム
レイジーの友人。




ミカール・アル・アブドュル
レイジーの知り合い。




ハムザ・アル・アブドュル
ミカールの兄。


（この小説はフィクションであり、実際の人物・国および団体はいっさい関係ありません）
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　トラヴィス・ヴェレッタ特別捜査官は悪態をつきたい気持ちをぐっと堪えながら、パートナーのミリアム・ウィリアムズ特別捜査官の後ろで腕を組んで聞いていた。
「私も、よくわからないの」

　ほっそりとした顔立ちの老婆が、たるんだ頬にしわくちゃな手を添えて、心配そうに洩らした。
「でも、あの子は良い子ですから、きっとイタズラだと思うわ」

　トラヴィスはどうしようもないというように、首を横に振った。この婆さんは正気か？　ガキのイタズラにＦＢＩが出てくるか！　と忌々しい文句が洪水のように溢れ出てくる。
「お気持ちはとてもよくわかりますわ、ミズバーンズワース」

　ミリアムは背後で不穏な気配を漂わす連れの捜査官を無視して、目の前の老婆に同情たっぷりに頷いた。
「ミズバーンズワースにお会いすれば、レイジーがどんなにおばあちゃん想いの良い子か、すぐにわかりますもの」
「そうでしょう？　本当に良い子なの」

　アンジェラ・バーンズワースは顔いっぱいにある皺の隅々まで嬉しそうに微笑んだ。　
「成績は優秀だし、家の掃除もきちんとやるし、麻薬だってアルコールだってやらないし」
「そして行動力もあるし」
「そうなのよ」

　お婆ちゃんはニコニコと相槌を打つ。

　トラヴィスは段々と頭痛がしてきた。ワシントンＤＣにある連邦捜査局からここカリフォルニアのロサンゼルスまで飛んできたのは、七十歳は過ぎている老婆の孫自慢につき合うためではなく、爆破予告をした犯罪者を捕まえるためだ。
「でも、そんな良い子が家出するなんて、心配でしょうね」
「そうなのよ」

　とたんに、アンジェラお婆ちゃんは顔を曇らせた。
「でもあの子は良い子だから、ちょっとした冒険がしたかったんだと思うわ。まだ十五歳だし、男の子ってそういうことが好きでしょう？」
「そうですわね」

　後ろでトラヴィスが咳払いしそうなのをすばやく目で制してから、ミリアムは老婆に向き直った。
「でも未成年の家出は危ないですわ。どんな犯罪に巻き込まれるかわかりませんもの」
「そうねえ」
「家出の届出はまだですわね？」
「ええ……すぐに帰ってくると思っていたから」

　本当に良い子だったら、家出しないでこの婆さんのそばにいただろうなと、トラヴィスは薄情に思った。ついでにロサンゼルス市警へわざわざ電話をして、ビルを爆破しますなんてことも言わないだろう。
「私たちがレイジーを見つけますわ。どうか安心なさって、ミズバーンズワース」
「……そうね、お願いするわ。あの子もそろそろ私のポテトが恋しくなっている頃だと思うし」
「ええ、そう思いますわ」

　ミリアムが話の終了を告げるように、古ぼけた椅子から立ちあがった。トラヴィスもアイボリー色の壁に寄りかかっていた背を起こす。ようやく終わったかと、欠伸の一つもしたくなった。
「どうかお願いしますわ」

　アンジェラは年代物の籐椅子に深々と腰かけたまま、ミリアムにだけ視線を向けた。
「あの子は本当に良い子ですから、きっとイタズラに違いないわ。見つけたら、無事に連れてきて下さいね。手荒なことはしないで下さい」

　すーっと、視線が隣のトラヴィスへ流れた。その灰アッシュ褐色ブラウンの瞳は、まるで自分の家に忍び込んだコソ泥を睨みつけるかのように手厳しい。
「手荒なことはしないで下さい。あの子は良い子なんですから」

　……俺の面つらはそんなに悪党か。トラヴィスは思いっきり中指を立てたくなったが、ミリアムに小突かれてしぶしぶ家を出た。
「何だ！　あの婆さんは！」

　トラヴィスは黒いセダンの車に乗り込み、ドアを叩きつけるように閉めるやいなや、キーを差し込み、エンジンをかけ、アクセルを革靴の底で思いっきり踏んだ。
「ちょっと、トラヴィスったら！」

　助手席に座ったミリアムは、急発進に体をリバウンドさせる。
「あの婆さん、俺を見るなり、胡散臭く顔をしかめていたぞ！　俺は不法侵入者か！」
「だって、胡散臭いんだもの。仕方がないじゃない」

　ミリアムはつれない視線を投げる。
「そんな格好をしていたら、誰も捜査官なんて思わないわよ」

　トラヴィスはムッと口をへの字に曲げる。その風体は、一言でいうと、冴えないチンピラだった。安物のトレンチコ—トに、安物の白いワイシャツ。ネクタイはなく、上着のボタンも外したままだ。靴だって一応は革製だが、いかんせん、いつ磨いているのだろうかという低落である。黒い髪もざんばらで、どうにもＦＢＩに勤務するエリート捜査官には見えない。これで「ＦＢＩだ」と身分証を提示させられても、十人が十人とも偽造ではないかと疑うだろう。

　かたやパートナーのミリアムは、ワインレッド色のツーピースと黒いヒールでばっちりと決めていた。化粧もアフリカンアメリカンの美しい顔立ちを引き立てる色合いで、黒くて豊かな髪が、背中で波打っている。ハリウッド女優も顔負けの美貌は、国のエリートが集うＦＢＩ特別捜査官としてマスコミに登場しても全く遜色ない。トラヴィスと並ぶと、ボスと部下一名に見える。
「せめて、ワイシャツのボタンくらい締めなさいよ」

　トラヴィスは涼しげに開いている襟元を軽く触った。
「俺のアイデンティティーに口を出すな」

　ミリアムは首を傾げた。ワイシャツの首筋のボタンを締めないのが、イタリア系アメリカン人のアイデンティティーなのかしらと言いたげである。
「それより、仕事の話をしようぜ」

　トラヴィスは信号を左に曲がった。運転は落ち着きを取り戻している。
「容疑者は、レイジー・バーンズワース。白人。十五歳」
「両親は離婚。それぞれ再婚しているが、くそガキはどっちにも行きたがらずに、親父の爺さんに預けられた。その爺さんは三年前に亡くなっている」
「退役軍人よ。イラク戦争にも行っているわ」

　ミリアムは肩から胸元へ流れ落ちる黒髪を耳にかけて、持っていたブリーフケースから書類を取り出した。
「学校での成績は、本当にいいわよ。全て、パーフェクトだわ」
「それで、さらなる冒険へ飛び立つために、家出したってわけか」
「わからないわ。誰かに連れ出されたのかもしれない」
「そいつは自分で出ていったんだ」

　トラヴィスは目を細めて、ビルの角を右に曲がった。カリフォルニアの太陽は、ワシントンやニューヨークと違い、眩しすぎる。
「自信たっぷりに言うのね」

　書類をめくるミリアムは面白げだ。
「くそガキの写真を見たか？」
「見たわよ、何度も。キュートな子だわ」
「俺もそいつくらいキュートだったぜ」
「髪を梳とかしてから言ってよ」

　トラヴィスは肩で笑った。
「俺はそのキュートなくそガキのすました顔を見ていたら、子憎たらしくなってきたぜ。そのふてぶてしい表情に、人を馬鹿にしたような目は何なんだ？　十五にしては、上出来だ」

　ミリアムは何も言わなかった。聡明そうな赤い唇を結び、鋭い目で手元の書類を読む。

　車はハイウェイへ向かい、ＦＢＩロサンゼルス支局へとまっしぐらに走った。







　ロサンゼルス市の警察局にある指令センターへその電話がかかってきたのは、職員たちが出勤してくる朝の時間帯だった。

　夜勤明けのバリー・ロッサムが壁時計の針を確認して、パイプ椅子の上で安心したように手足を伸ばした時、突然電話のベルが鳴った。今の時勢、大統領候補がインターネット上で出馬宣言をするほどに、通信に関してはＩＴの存在を無くしては語れないが、十九世紀の発明品もいまだに愛用されているのである。
「ハロウ」

　バリーはドアの方を見ながら——まだ交代が来ないことにイライラする気持ちを抑えつけ——愛想良く挨拶をした。コール番号九一一は、消防と警察と救急の通報番号で、この指令センターで受けている。通報内容でさらに振り分けられるのだが、受話器の向こうから聞こえてきたのは、元気な返事だった。
『ハロウ。僕はレイジー・バーンズワース』

　遅いなネッドの奴、と舌打ちして、バリーは受話器を耳と肩の間に挟んだ。
「レイジー？　どうしたんだ？　ここはハイスクールじゃないぞ」

　バリーは肩をすくめた。通常、通報してくる相手は非常に混乱している。それを丁寧かつ迅速に話を聞き出すのが指令センターの仕事なのだが、少年の声はいたって普通だった。イタズラ電話か、もしくは麻薬でもやってハイになっているのかもしれないと、経験から判断した。
『うん、大丈夫だよ。僕は間違えていないよ。警察に用があるから』

　まるでバリーの胸内を見透かしたかのように、電話からクスクスと笑い声が聞こえてきた。
『あのね、報告したくて電話したんだ。ロス市内にあるビルのひとつに、爆弾を仕掛けたんだ』

　まるで親に成績を告げるかのように言った。

　バリーは沈黙した。
『あと二分で爆発するよ。今から行っても間に合わないけれど、伝えておくね。あと、これから次の爆弾も仕掛けるから』

　それじゃあと、声が途切れそうになるのを、我に返ったバリーが慌てて止めた。
「ちょっと待て！　おい……！」

　しかし受話器から洩れてきたのは、無情な音だった。

　バリーは受話器を耳から引き離し、しばらくその音を聞いた。イタズラ電話ならかかってこない日はないが、それにしても物騒だと思った。あの恐ろしくも辛いテロ以降、アメリカのセキュリティーは格段に厳しくなったが、それでも電話で堂々と実行宣言をされるとは夢にも思わなかった。

　ただの子供のイタズラだろうか——逆探知もできなかったので、バリーが躊躇っていると、ドアが豪快に開いて、交代要員のネッド・ソリスが現れた。

　ネッドはイヤホンを外すと、ヒップホップ調のノリで挨拶をしたが、すぐに同僚のおかしな様子に気がついて、手元の受話器に目をやった。

　その数分後、バリーとネッドは上司の元に駆け込んだが、ほどなく自分たちが説明している話の真偽が、テレビニュースを通じて証明された。

　そして、事件は連邦捜査局が担当することになった。







　ＦＢＩロサンゼルス支局の一室に、四名の捜査官が集まっていた。

　ホワイトボードを背にして説明しているのは、リーダーのパトリック・コールマンである。四十代半ばの知的な男性で、テロ対策実行班を率いている。今回は本部から三名の部下を連れてきた。
「この事件は、実に興味深い」

　パトリックは一同を見回した。
「電話で爆弾予告があり、実際にビルが半壊したが、原因はガス爆発で死者はなし。怪我をしたのは、通行人だけだ。電話は少年の声で、レイジー・バーンズワースと名乗った。この少年は現在行方不明。電話をした少年と同一人物かは、目下調査中だ」

　パトリックの前には、事務用のテーブルが並び、それぞれ捜査官たちが着席している。
「だが、ガス爆発は偶然に起きたわけではない。三日前にガス点検がされているが、その時は異常なしと報告されている。調査の結果、人為的なミスではなく、故意に爆発させた痕跡が見つかった。一体、それは誰の仕業なのか。また電話をしてきた十五歳の少年はそれを知っていたのか。知っていたならば、何故爆弾を仕掛けたと嘘をついたのか」

　パトリックの冷静な眼差しが、ゆっくりと右から左へと流れた。俳優のポール・ニューマンを思わせるブルーアイズが、一番はじに座る男にとまる。
「格好つけたかったからじゃないのか？　イタズラ真っ盛りの年頃だから」

　トラヴィスは大袈裟に両手を広げると、大仰に肩をすくめて見せた。隣に座っているミリアムが軽く睨む。
「そうかもしれない」

　トラヴィスの上司は顔色を変えずに頷いた。

　ふん、と誰かが鼻で笑った。
「それではトラヴィス。この少年が、ガス爆発を引き起こした張本人だと？」
「イエス。成績はパーフェクトで、麻薬もアルコールもやらず、家の掃除も手伝う天使のような良い子だったそうだから」

　トラヴィスは周りの白けた空気などお構いなしに喋った。
「もし家出をしたのなら、何か冒険をしないと」
「ありがとう」

　パトリックは再び周囲の注意を自分へ向けさせた。
「その少年は、電話でまた爆弾を仕掛けると宣言した。我々の任務は、それを防ぐこと、そしてその少年を捕まえることだ」

　それからパトリックは捜査官たちにそれぞれの指示を与えて、話を終わらせた。
「ああ、トラヴィス」

　退室しようとした部下の一人を呼び止める。トラヴィスは怪訝そうに引き返す。
「君に苦情がきている」

　パトリックは端正な顔立ちに苦笑を滲ませて言った。
「チンピラみたいな男を家に寄越さないで欲しいと、ミズバーンズワースからの苦情だ」

　途端にトラヴィスは、忘れていた悪態をつき始めた。

　パトリックはその肩をなだめるように軽く叩く。
「次からは、アイロンをかけた白いワイシャツに、ネクタイを締めて行きたまえよ」

　くそったれと罵りながら退室したトラヴィスは、廊下で待っていたミリアムと、もう一人本部から一緒に来たジェレミー・Ｓ・アンダースミス特別捜査官に合流した。
「先程のコメントは傑作だった」

　ジェレミーは冷ややかに言った。
「お前を笑わせてやろうと思ったんだ」

　トラヴィスも冷たく言い返した。二人はヴァージニア州クアンティコにあるＦＢＩアカデミーの同期で、初めて出会った瞬間から気があわなかったという仲である。しかも落第すれすれの成績で卒業したトラヴィスとは違い、トップの成績で捜査官になったジェレミーはエリート中のエリートで、それもまたそりの合わない要因だった。

　ジェレミーは氷のような笑みを浮かべた。
「お前らしいプロファイリングだな」
「血も涙も脳みそもないくそったれじゃ、できない芸当さ」
「捜査に行くわよ」

　ミリアムは険悪な空気など無視している。
「私はビルのオーナーに会ってくる」

　ジェレミーは冷笑を貼りつけたまま、二人を残して先に行く。
「私たちも行くわよ」

　視界から遠ざかってゆく捜査官を睨みつけていたトラヴィスの背中を押した。

「どこへ行くって？」
「アシュリーの家よ」
「誰だ、そいつは？」

　ミリアムはできるだけ丁寧に言った。
「家に到着するまでに、報告書を読みなさい」

　アシュリー・グラハムの家は、中流家庭が住まう治安が比較的安全なロサンゼルス郊外にあった。ミリアムが運転して、助手席で事前に目を通しておかなければならない報告書をトラヴィスが読み終えると、黒塗りのセダンの車は森林に囲まれた閑静な二階建ての家の手前で停止した。
「アシュリーって子は、坊主のお友達か」
「そのようね」

　ミリアムはエンジンを止め、キーを抜く。
「写真を見ればおとなしそうな子よね」

　トラヴィスは報告書をブリーフケースに仕舞いながら頷いた。報告書にあった写真には、ブラウンの髪にオリーブ色の瞳、少女のように儚げな顔立ちの少年が写っていた。
「で、現在行方不明か？　家出じゃなくて」
「この子の母親がそう訴えているのよ」

　二人は車から下りると、手入れされた緑の芝生の間に敷かれた赤レンガの道を歩いた。
「レイジーに連れ去られたんですって」

　玄関でミリアムは押しボタン式のベルを鳴らした。その背後で、わけが分からないというようにトラヴィスは首をひねっている。

　二回ほどベルを鳴らし、ようやく家のドアが開いた。現れたのは、ブラウンの髪を腰まで垂らし、ベージュ色のロングスカートを履いた綺麗な白人の女性だった。
「ＦＢＩです」

　ミリアムは慣れた手つきで身分証明書を見せた。やや遅れてトラヴィスも掲げる。
「お待ちしていましたわ。リサ・グラハムです」

　アシュリーの母親は目元を指先でぬぐって、二人を招き入れた。
「すぐに出られなくてごめんなさい。ちょっとソファーで横になっていたから」
「いいえ、構いませんわ」

　如才なくミリアムが答えて、リサの肩に手を添えた。
「大丈夫ですか？　具合が悪そうですわ」
「……ええ、でもあなた方と話すくらいなら大丈夫よ。最近あまり眠れなくて」
「同情しますわ」

　ドアを閉めて二人の女性の後ろを歩くトラヴィスは、相変わらず手馴れた様子のミリアムに感心しながら、それとなく内部を観察した。家の外観は大きいが、中はそれほど広いという感じがしない。玄関のすぐそばにリビングルームがあり、ドアを開けて通された。奥にダイニングルームやキッチンやベッドルームなどがあるのだろう。リビングルームはきちんと掃除がされてあって、非常に清潔感溢れる空間だ。隅には白いポットに植えられてある観葉植物があった。長く伸びた青い葉がみずみずしい。白いレース柄のカーテンが垂れ下がっている開き窓から、道路の脇に停車した車が見える。
「そこのソファーに座ってちょうだい。コーヒーでいいかしら？」
「いただきますわ」

　リサはリビングルームを出て行った。

　ミリアムとトラヴィスは黙って本革張りのソファーに腰を下ろす。
「大丈夫か、あの母親は」
「仕方がないわ」

　やがて、リサが戻ってきた。淡いクリーム色のコーヒーカップを二人の前に差し出して、テーブルを挟んで、向かい側のソファーに座る。
「アシュリーのことで来てくれたんでしょう？」
「ええ。何度も同じ質問をされて、気分を悪くされているとは思うんですけれど」
「いいえ。あの子を連れ戻せるなら、何でも答えるわ。アシュリーは誘拐されたのよ」

　あの子にね、と憎々しげに吐き出す。
「レイジー・バーンズワースですね？」

　ミリアムが確認すると、リサは深く頷いた。
「レイジーとアシュリーは友人と聞きましたけれど」
「アシュリーは優しい子だから、騙されているのよ」

　噛みつくように言う。
「ここに引っ越してきて、アシュリーは友人がいなかったの。シャイな子だから、学校で友人をつくるのも難しかったと思うわ。そこにあの子がつけこんだのよ」
「学校では、いつも一緒だったそうですけれど」
「アシュリーは優しいから、つき合いたくなくても、つき合わざるを得なかったのよ。きっと、あの子に脅されていたんだわ」
「なぜそう思うんですか？」
「あの子を見ればわかるわよ！」

　リサの目頭が濡れている。しかしその口調は反対に熱を帯びて、興奮し始めている。
「あの子に会えばあなた方も私の言っている意味がわかるわ！　あの悪意だらけの顔！　いつも悪巧みを考えているような子なのよ！　周りを馬鹿にして、嘲笑っているのよ！　私のアシュリーがあの子の毒におかされないか、いつも心配でならなかったわ！」

　ミリアムはちらりとトラヴィスを見た。トラヴィスも視線を流して、鼻で小さく息をついた。この母親の発言を、あの婆さんが聞いたら何と言うだろう？
「落ち着いて下さい」

　トラヴィスはリサをなだめるように、少しだけ前屈みになった。
「我々は、アシュリーが今回の事件に関与していると言っているわけではありません」
「当然よ！」

　リサは怒ったように立ちあがると、部屋を横切り、壁際にあるチーク材のチェストにあったティッシュ箱から数枚、乱暴に掴み取った。
「なぜあの子がそんなことしなければならないの！　全部あの薄汚い子のせいよ！」

　トラヴィスはちゃんと聞いているという表情をつくりながら、自分の質問を続けた。
「家出ではないとしたら、レイジーはなぜアシュリーを連れていったんでしょう？」
「知らないわ！　無理やり連れて行かれたのよ！」
「それならどうして、アシュリーは帰ってこないんでしょう？」
「監禁されているんだわ！」
「ミズ・グラハム、どうか落ち着いて冷静に考えて下さい」
「ずっと冷静に考えているわよ！」

　やれやれと、トラヴィスは髪をかきたくなった。どうして母親というのは、自分の子供を無条件に信用してしまうのだろう？　ハイスクールでの聞き込みでは、レイジーとアシュリーの二人はまるで恋人のように仲が良く、二人揃って家出してもおかしくはないと、全員が断言した。騙した騙されたどころの話ではない。
「リサ、お気持ちはすごくわかりますわ」

　口をつけたコーヒーをソーサに丁寧に戻したミリアムが、隣のパートナーへ目配せする。
「私たちは必ずアシュリーを助けますわ。どうか心配なさらないで」
「……ええ、ありがとう」

　リサは目元を指でぬぐうと、ティッシュで鼻を啜った。
「優しいアシュリーを助けるために、あなたの協力が必要ですわ」
「ええ、何でも協力するわ」

　頃合いを見計らって、ミリアムはこの家を訪問した目的を伝えた。
「アシュリーの部屋を見せていただけませんか？」

　数分後、二人の捜査官は二階の子供部屋を捜索していた。
「どうして最初に来た連中がやらなかったんだ」
「彼女がパニックを起こして、それどころじゃなかったそうよ」

　二人は白い手袋をして、アシュリーの部屋の中を見て回る。室内にあるのは、ベッドに本棚、机にノート型パソコン、ｉＰｏｄ。今時の子にしては、テレビもなければゲーム機もない。リサの話では、携帯は持たせていない。

　トラヴィスはこの間見たレイジーの部屋を思い出した。子供は千差万別だが、十代の部屋というのは、何かしら置いてある物などが似てくるものだ。しかしレイジーの部屋は十代という年齢を感じさせなかった。素っ気ないくらいに物がなかったのだ。まるでここは自分の居場所ではないとでもいうかのように。

　トラヴィスはパソコンに電源を入れ起動させた。パソコンは日本製だ。画面は変わったが、すぐにパスワード入力の表示が出た。
「何だと思う？」

　近くで本棚を漁っていたミリアムは、肩越しに振り返った。
「自分がティーンだったら、何て入れる？」
「くそったれ死んじまえ、だな」
「私だったら、くそったれやってやる、だわね」
「お前は強すぎるんだ」

　トラヴィスは画面を睨んだ。画面にはユーザー名が表示されている。一番目はアシュリー 。その下にはレイジー。

　しばらく睨めっこして、おもむろにキーを叩いた。レイジー。クリックすると、アシュリーの方が立ちあがった。

　トラヴィスは口笛を吹いて画面を見守った。普通のウィンドウズの画面で、左側にアイコンが並んでいる。マウスを動かし、フォルダを片っ端から開いていった。しかし個人のファイルが見つからない。ゴミ箱も覗いたが、空だった。
「消されたファイルがあるかもしれないわ。持ち帰って、復元しましょう」

　ミリアムもトラヴィスの隣にいて、ディスプレイを見つめている。

　トラヴィスはいったん終了させ、ログオフし、ユーザーを切り替えた。マウスのポイントをレイジーの欄に合わせると、パスワードをアシュリーと打ち込みクリックする。すると起動した。
「お互いの名前をパスワードにしているわけ？」
「らしいな。仲がいいぜ」

　再びスタート画面が表示される。アシュリーと同様のウィンドウズの画面。しかし左側に並んだアイコンの下に、黄色のフォルダがあった。フォルダ名はＦＢＩ。
「ご指名だ」

　フォルダをクリックすると、メッセージという名のファイルが一つだけあった。

　トラヴィスはそれをクリックした。ファイルが開き、画面に表示される。

　二人の捜査官は顔を寄せあって、それを凝視した。ワードの画面に記されていたのは、たった二行の文章。




　こんにちは。

　お願いがあるんだけど、僕とアシュリーを探してね。




　トラヴィスもミリアムもしばらく無言だった。眉間に皺を寄せて、この二行の文章の意味をどう解釈しようかというような不穏な空気が漂う場を打ち壊したのは、携帯電話の着信音だった。
「ハロウ、ウィリアムズ」

　ミリアムは胸のポケットから取り出した携帯を耳にあてた。トラヴィスは乱暴な扱いでファイルを閉じ、パソコンを終了させる。
「ええ……はい、わかりました」

　ミリアムは携帯を切ると、またポケットに入れた。
「行くわよ、トラヴィス」
「何の電話だ」
「また爆発が起きたんですって」

　ミリアムは手袋を脱いで、機敏に部屋を出た。トラヴィスも本体とコードを持って、後を追う。
「でも、今度は本物の爆弾が使用されたそうよ」







　事件現場はロス郊外にある空き家だった。

　周辺は赤いサイレンが鳴り響き、騒然としていた。何台ものパトカーと消防車が何重にも連なって空き家を囲んでいる。少し離れた位置から立ち入り禁止のロープが張られ、その間を警官や消防士、さらに「ＦＢＩ」と記されたジャケットを着ている人間たちが行き来している。ロープの周りにもマスコミの白いヴァンが停車し、マイクを持ったレポーターがカメラに向かって喋っていた。
「……警察の発表はまだですが、我々が入手した情報によりますと、爆弾テロの可能性が高いようです……」

　トラヴィスとミリアムは交通規制を通り抜け、空いている場所に車を止めると、急いで向かった。立ち入り禁止のロープを越えて、身分証明書を提示しながら近づいてゆく。パトリックとジェレミーがすでに到着していた。
「リック！　あのマスコミは何ですか！」

　ミリアムがニュースの中継現場を睨みながら、パトリックに食ってかかる。
「彼らに、匿名の電話がかかってきたらしい」

　少年の声でね、とつけ加える。
「今、爆弾処理班が中を片付けている」

　トラヴィスはトレンチコートのポケットに両手を入れて、大勢の関係者が入り乱れている現場を見た。空き家があったという場所には、粉々に砕けた家の残骸があるだけだ。
「死者と怪我人は？」
「どちらもいない」

　ジェレミーが素っ気なく答えた。

　トラヴィスは爆破された家をじっと眺めながら、ポケットから右手を出して、後ろの首筋を撫でた。何か、妙に感じた。
「今回は本当の爆破だった」

　パトリックが三人に説明する。
「これで、ますますこの事件の特異性が深まった」

　特異性、との言葉に、トラヴィスは自分が妙に感じる原因がわかった。
「確かに、これは普通ではありません」

　ジェレミーも自分の考えを肯定する証拠を掴んだかのように、空き家の残骸を見ている。
「これが犯人にとってのテロ行為であれば、前回同様に失敗でしょう」
「そう、人が傷つき死んでこそテロだ」

　パトリックの傍らでミリアムは頷く。
「前回のガス爆発、今回の爆破。いったい犯人は何が目的なのだろう？」
「ガキどものイタズラですよ」

　トラヴィスはパトリックを振り返って断言した。
「洟垂れのくそガキどもが、遊んでいるんだ」
「冒険のためにか？」

　トラヴィスは馬鹿にした声の主を凄んで睨みつけた。
「世間を巻き込んだこんなスリルな冒険なんて、めったに楽しめないだろう？」
「その代償が、刑務所行きでもか？」
「お前が捕まえられればな」

　ジェレミーはトラヴィスの皮肉を、鼻で受け流した。

　パトリックは場を収拾するように、先に立って離れる。
「この空き家の所有者を調べなければならないが、ここは市警に任せよう。私はそれぞれの報告を聞きたい」







　深夜、ロス市内にあるホテルへ帰ってきたトラヴィスとミリアムは、フロントで部屋のキーを受け取ると、エレベーターに乗り込み、二階と三階にあるそれぞれの部屋へと向かった。三階に割り当てられたのはトラヴィスで、キーを差し込み、部屋へ入ってドアを閉めると、疲れたように息をついた。

　ロス支局へ戻り、パトリックへの報告を終えたのがつい先程である。その席で他の報告も聞いたが、一体何故このような事件を起こすのかという理由に関しては、手がかりすら掴めていなかった。
「今までは予行で、これからが本番なのかもしれない」

　パトリックは徐々に過激になってゆく可能性を憂慮していた。

　トラヴィスは鼻を鳴らした。俺の勘はガキのイタズラだと訴えている。あのＦＢＩ宛てのフォルダ。誰が作成したのかは、まだ不明だ。だが、もし当人たちであるならば、何の意図をもってパソコン内に残したのだろう。

　——ふざけたメッセージだぜ。

　トラヴィスは嫌そうに表情をしかめた。このイタズラに悪ノリしている馬鹿野郎がいるのかもしれないと思った。

　その時、室内に灯りがついているのに気がついた。コートを脱ごうとしていたトラヴィスは、とっさに物陰に身を隠す。だが、灯りの下でソファーに座っている男の姿を確認すると、何だというように声をかけた。
「脅かすな」

　そこにいたのはジェレミーだった。
「お前の寝る場所はここじゃないだろう。どうやって不法侵入したんだ？」
「勿論、ドアマンに鍵を開けてもらったんだ」

　同じ三階の違う部屋にチェックインしたはずのジェレミーは、ぬけぬけと言い返す。
「遅かったな、トラヴィス」

　ジェレミーはコートと上着を脱ぎ、横の背もたれにかけて、ネクタイも緩めた姿で寛いでいた。手には、室内にある酒を注いだと見られるガラスのコップを持っている。
「俺はお前と違って真面目なんだ」

　コートを脱いでジェレミーの隣に放り投げると、トラヴィスは髪をかきあげる。
「そうだな」

　ジェレミーはトラヴィスの服装を眺めながら、からかった。
「確かに私はお前ほど真面目じゃない。なにせ、善良な市民からクレームもこないからな」

　トラヴィスは憤然と言い返した。
「あの婆さん、俺のことを胡散臭いチンピラだと言ってきたんだぜ！」
「仕方がない。実際に胡散臭いだろう？」

　ジェレミーの声には、笑いが含まれている。
「ミリアムと同じこと言いやがって。このくそったれめ」

　トラヴィスはちょっと前にロス支局で別れた捜査官を、子憎たらしそうに睨みつけた。しかし今日日中に言い争った時とは、明らかに様相が違う。
「トラヴィス」

　ヴェレッタ捜査官とはそりがあわないらしいと本部では密かに噂になっているジェレミーは、口をひん曲げている捜査官の名前を愉快げに呼んだ。
「とりあえず、シャワーを浴びてこい」
「了解」

　トラヴィスはぶちぶちと文句を言いながらも、バスルームへ向かう。服を手早く脱ぎ、透明なガラス戸を閉めて、シャワーのスイッチをひねった。勢いよく温かい水が吹き出て、全身をくまなく濡らす。

　トラヴィスは疲れた体の汚れを落とし、顔を何度も両手で洗った。

　そのうちに、バスルームへ向かってくる足音がして、閉じられていた戸があっさりと開いた。
「洗ってやろうか」

　ジェレミーだった。いつのまにスーツを脱いだのか、裸体である。

　だがトラヴィスは慌てるどころか、その見事な肉体を見ると、濡れた口元で笑った。
「今日も説教か？」
「そうだ」

　ジェレミーはバスルームに足を踏み込むと、後ろ手でガラス戸を閉めた。
「お前をたっぷりと説教してやる、ベッドの上でな」

　トラヴィスの顔を両手で抱き込むと、馴れた手つきで引き寄せ、唇に熱くキスをした。







「……ああ」

　絶頂に達したような激しい喘ぎ声を漏らすと、トラヴィスは背中からジェレミーの胸に凭れこんだ。息はひどく乱れ、肌は汗でびっしょりと濡れている。

　ベッドの上で背後からトラヴィスを抱きかかえ、広げさせた両足の恥部の奥を貪欲に貫いていたジェレミーは、ようやくペニスを抜いた。ジェレミーも荒い息をついていた。両腕で恋人の足を抱え込み、前後に揺り動かしながら、繰り返しペニスで突いていた。トラヴィスはされるがままに、ずっと声をあげた。その声は性欲を刺激するほどにとても色っぽかった。
「……ジェレミー……」

　トラヴィスは恋人の胸に頭を押しつけ、上目づかいに甘ったるく囁く。

　ジェレミーはその唇に熱くキスをする。

　ベッドの周りは、二人の匂いで充満していた。お互いの躰からだは乱れ、トラヴィスの恥部はジェレミーの精液でべっとりと汚れている。白いシーツの上に背中を押さえつけられ、露わになった秘部にペニスを激しく挿入されてからだいぶ夜は深まったが、二人はぴったりと寄り添い、舌を絡ませながら、飽きることなくキスをした。

　やがて、トラヴィスは腹の底から大きく息をついた。
「……明日も早いんだぞ……」

　かすれた声で、自分を抱いて離さない男に文句を言う。だがその口調はからかうようだ。
「だから、終わりにした。私の我慢に感謝するんだな」

　ジェレミーも笑いながら言い返した。
「ワシントンを離れると、無性にお前とやりたくなるのが困る」

　自分が抱いている男のうなじに唇を押しつけて、吸いあげるようにキスをする。
「……おい」

　犬猿の仲と噂されている特別捜査官は、その行為を咎めようとしたが、その表情はとても愉しそうだ。

　トラヴィスとジェレミーは、つまりこういう仲だった。表向きはお互いに嫌いあって——アカデミーの訓練生時代からというプレミアもつけて、目一杯嫌味や皮肉を投げあっているが、本当は訓練生時代からつきあっているのである。だが自分たちの関係を公にする意思はないので、極秘にしている。二人の仲は、二人しか知らない。勿論ミリアムも知らない。
「それにしても……不思議な事件だな」

　トラヴィスは恋人の息を感じながら、サイドテーブルに腕を伸ばして、タバコを一本手に取った。口にくわえて、揃えてあったライターで火をつける。
「いったい……あのガキどもは何がしたいんだ？」
「お前の言いたいことはわかる」

　ジェレミーは湿った黒髪を撫でながら、飽きることがないようにうなじにキスをする。
「だが、二人の少年が犯人という考えは無理がある。ハリウッド映画ではあるまいし」
「おい、ジェレミー……」

　反論をしようとして振り返ったトラヴィスの指先から、素早くタバコを抜き取ると、ジェレミーも一服吸った。
「その少年たちが、こんな馬鹿げた犯罪をする理由は何だ？」

　ジェレミーはふっと煙を吐く。その眼差しは、冷徹と評判のスペシャルエージェントになっている。
「最初の事件はガス爆発だったが、それをわざわざ電話で爆弾と嘘をついたのは何故だ？」
「言い間違えたんだろう？」

　トラヴィスは閃光のように赤くなるタバコの先を見ながら、言い返す。
「きっと初めてだったから、緊張したんだ」

　ジェレミーは無視する。
「空き家に仕掛けられたのは本物の爆弾だったが、どうやって少年たちがそれを入手して、上手く設置できたんだ？」
「きっと爆弾造りに夢中なお友達がいたんだぜ？　将来の夢はテロリスト。尊敬する人物はユナボマー」
「馬鹿な憶測で、私の質問に答えるな」

　ジェレミーは冷ややかに言った。ユナボマーとは、七十年代から九十年代にわたって米国の大学や研究施設を標的にした連続爆破事件の犯人の呼び名である。

　トラヴィスはやれやれと天井を仰いだ。こと任務になると、優秀な恋人はどれだけ激しい情事の後でも、平気で冷静になれる。せっかくの甘ったるい空気が、木っ端微塵に吹き飛んだ。
「お前の勘が鋭いのは認めていいが、きちんと頭で考えろ」
「考えているさ。お前こそ、派手に考えすぎなんだ。事件ていうのは、案外シンプルなんだ」

　トラヴィスはタバコを無理やり奪い取る。
「大体、なんで優秀なアンダースミス捜査官が、今回俺たちと一緒に捜査することになったんだ？」

　ＦＢＩでは目下別々のチームに属している二人である。ジェレミーが所属しているのは、女性で初のＦＢＩ長官の座を狙っていると噂されている野心的なアリスン・キーン率いる犯罪対策チームだ。
「あのゴルゴンがリックを敵視しているのは知っているぞ。自分の野望のライバルだと勝手に妄想しているからな。まさか、監視しに来たわけじゃないだろうな？」
「私は暇ではないんだ」

　ジェレミーは素っ気なかった。実はトラヴィスが別件の事件でミスを犯し、上層部によくない心象を与えたことを知ったジェレミーは、裏の手を使って今回の事件に参加したのである。勿論、愛する恋人を助けるためだ。だがヴェレッタ捜査官は自分のためだとは露とも思わないだろうし、アンダースミス捜査官もそれを告白することはないだろう。
「お前たちを補佐するように命令された」

　それだけ言った。

　トラヴィスは何も言わず、タバコを口にした。吐き出される紫煙しえんは、まるでため息のようだ。だがやがて、ジェレミーの腕の中から抜け出すと、両足をベッドから下ろして、腰かける姿勢になった。
「もう帰れ」

　トラヴィスは背中を見せて言う。

　恋人の機嫌を損ねたとジェレミーは察知したが、素直にベッドから離れた。全身は汗をかいていたが、シャワーを浴びず、脱ぎ捨てた下着やワイシャツに袖を通す。

　トラヴィスはジェレミーに背を向けたまま、タバコを吸い続けた。それが気分の悪い時の癖だと知っているジェレミーは靴を履くと、傍らからそっとトラヴィスの頬にキスをした。それがジェレミーの「おやすみ」の挨拶で、上着を手に取ると、振り返らずに部屋を出て行った。

　トラヴィスはドアが閉まると、タバコをサイドテーブルにあった灰皿に押しつけた。それから疲れたように立ち上がって、ドアの鍵をかけに行く。再びベッドへ戻ると、ランプを消し、横になった。

　暗闇の中で、しばらく両目を開けたまま、宙を睨む。ベッドシーツは二人の行為でまだ濡れていたが、恋人に愛された肉体はもう冷えていた。



２




　翌日、ロス支局に到着すると、先に出勤していたミリアムから驚くべき報告を受けた。
「アシュリーが見つかったわ」

　ミリアムはいつも通りの捜査官らしい隙のない身なりだったが、パートナーの昨日と変わらない服装に、薄いパープルで彩られた唇から諦めたような声を出した。
「トラヴィス、あなたのアイデンティティーにはもう文句を言わないわ」

　トラヴィスは来る途中で購入したサンドウィッチとコーヒーを持ったまま、ミリアムと一緒に車に乗り込んだ。
「いつ見つかったんだ」
「昨夜よ。ロス市警に現れたらしいわ」

　昨日の夜か——トラヴィスはジェレミーが無言で部屋から出て行ったのを思い返した。

　——俺に怒っているだろうな。
「もうご両親には連絡がいっているはずだから、一緒にいるわね」
「何だっていきなり現れたんだ？　昨日の今日なのに」
「それを聞きに行きましょう」

　ミリアムが運転するセダンは、模範的なスピードレーサーのように速く的確に目的地へ着いた。その間に助手席のトラヴィスは朝食を終えた。
「ジェレミーの奴は？」

　敵愾心が、炎が燃えあがるように湧いてきた。同時に、昨夜の愛撫も甦った。
「先に行っているわよ。そんなしかめっ面をしないで」
「あいつは嫌いだ」

　クアンティコでのアカデミー時代、ルームメイトとして初めて会った瞬間から、うまが合わないと感じた。訓練中、何度罵っただろう。

　くそっ。トラヴィスは心の中で、思いっきり自分を罵倒した——そうじゃないだろう。
「あなたの個人的な感情に興味はないわ。彼はとても優秀な捜査官なのよ」

　とても、の部分を強く言って、ミリアムは車を降りると、先にロス市警の本部庁舎、別名「パーカーセンター」へ入ってゆく。トラヴィスも首筋を撫でながら続いた。

　二人を出迎えたのは、ロビン・ノートン警部だった。ロス市警での今回の事件の現場リーダーで、最初に捜査官たちと挨拶を交わしたのも彼女である。二人を奥の取調室へと案内しながら、タフな経験を積み重ねた者が持ちえる強い声で、状況を説明した。
「夜勤の者が言うには、昨夜、日付が変わった頃に、ここへ現れたそうです。ええ、一人で歩いて来たそうです。履いているスニーカーは泥で汚れています」
「どういう様子でした？」
「それがひどく狼狽していて、応対したパーカー巡査に、自分の名前を名乗ってから、訴えたそうです。僕の友達を助けてと」

　ノートン刑事は目を合わせたミリアムとトラヴィスに深く頷いた。
「誘拐されたレイジー・バーンズワースを救出して欲しいと、アシュリー・グラハムは言っています」
「家出じゃないのか？」
「家出した後で、誘拐されたそうです」
「随分と都合のいい話だな」

　ノートン警部は少々非難めいた色合いで、自分より二十は年下のトラヴィスに視線を投げた。
「それで、アシュリーはどうしたのかしら？」

　ミリアムが話を続ける。
「アシュリーも同じく誘拐されたそうですが、自力で逃げ出してきたと言っています」
「誘拐した人間は？」
「見知らぬ相手だそうです」

　取調室と記されたドアの前で立ち止まって、ノートン警部は丸い金属のドアノブを回した。
「アンダースミス捜査官がアシュリーと話しています」

　取調室に入ると、無機質で広くもない部屋の中央に簡易テーブルが置いてあり、向かい合う形で三人の人間がパイプ椅子に座っていた。向かって左側にいるのは、少年とリサ。右側にはジェレミーがいる。

　ミリアムとトラヴィスの姿を見て、まっさきに反応したのはリサだった。
「弁護士を呼ぶわ」

　隣に座る少年の肩に手を置いている。
「これ以上、アシュリーに余計なことを訊くのは許さないわ」

　少年が呼ばれたように顔をあげた。写真で見たアシュリー・グラハムだ。

　実際に会ってみると、写真よりも色白だった。半袖の白いＴシャツにジーンズという格好で、華奢である。一見してか弱そうな印象は拭えないが、その薄いブルーの瞳は、新たに現れた捜査官たちに驚く様子もなく見つめている。市警に現れた直後はひどく狼狽していたそうだが、時間が経って少し落ち着いたのかもしれない。

　ジェレミーは肘をついて手の甲に顎をのせている姿勢で、アシュリーから目を離さない。その態度からは、昨夜の行為など微塵も窺えない。
「こんにちは、アシュリー。私はミリアム・ウィリアムズ。こちらはトラヴィス・ヴェレッタよ。よろしくね」

　ミリアムが笑顔で手を差し伸べた。アシュリーは軽く手を握り返す。

　トラヴィスも手を出した。素直に握手をするアシュリーの手は、少女のように柔らかかった。
「アシュリー、とても疲れていると思うけれど、私たちとも少しお喋りできる？」
「駄目よ」

　母親がきっぱりと拒絶した。
「この子は昨夜からあまり寝ていないのよ。それなのに、その捜査官が色々と質問してきて、ひどく疲れているのよ。もう帰らせてもらうわ。あとは弁護士と話してちょうだい」
「申し訳ないが、協力していただきたい」

　トラヴィスが口を挟む。
「君は家出をして誘拐されたと言ったそうだが、我々も詳しく聞きたい」
「その捜査官に話したわよ！」
「君の口からもう一度聞きたい」

　リサが憤然とパイプ椅子から立ちあがった。椅子が床へ転びそうなほどの勢いだった。子供を守るというよりも、トラヴィスには冷静に状況を判断できていないように感じられた。取調室には監視カメラが設置されていて、この様子も記録されているはずである。最初からリサがどういう様子だったのか、確かめる必要があるかもしれないと考えた。どうもこの母親は情緒不安定気味だ。
「ママ」

　アシュリーが母親の行為を止めるように呼んだ。優しい声だった。
「パパはどうしているのかな？」
「……ロビーは出張で、ニューヨークに行っているわ。すごく心配していて、今日中に帰ってくるわよ」
「パパに僕のこと話した？」
「いいえ、電話が繋がらないのよ。でも……」
「パパに、電話してきてくれない？　僕のこと、心配しているんでしょう？」
「一緒に家へ帰ってから電話しましょう、アシュリー」
「今がいいんだ。ママ、僕のお願いだよ」

　リサは困ったように頬に手を添えて息子を眺めた。しかし「お願いだよ、ママ」と重ねて言われて、しぶしぶその場を離れた。
「すぐに戻ってくるわ」

　何故かトラヴィスだけをきつく睨みつけて出て行った。
「ママは本当にすぐに戻ってくると思うから、手短にお話します」

　ドアが閉まると同時に、アシュリーはミリアムとトラヴィスに向き直った。頭のいい子だとトラヴィスは感心した。どうすれば次へ進めるのか、よくわかっている。
「僕の大切なレイジーが、二週間ほど前に家出をして、レイジー一人だと心配だから、僕もついて行ったんです」

　アシュリーは静かに語り始めた。
「レイジーが家出をしたのは、別にアンジェラお祖母さんと仲が悪かったわけではなくて、ただ自由な空気を吸ってみたかったからです。ずっと前から家を出て、一人で暮らして生きたいって喋っていたから。でもそれはまだ僕らには無理だから、今回はほんの二、三日で家へ帰るはずだったんです。けれど、僕たちが夜に外を歩いていたら、車が近づいてきて、すぐそばで止まったんです。そして男性が二人降りてきて、僕らは無理やり乗せられたんです」
「夜に出歩いていたら当然だろう」

　トラヴィスはわかっていても頭にきた。一般的に治安の悪いアメリカだが、それが大都市になると格段にひどくなる。ロサンゼルスも例外ではなく、夜出歩くには非常に危険なエリアが多数あり、未成年者には門限がある都市もある。
「他に行くところがなかったから」

　アシュリーはすまなそうに目を伏せた。
「その二人が、僕とレイジーに爆弾を仕掛けるのを手伝えって言ってきて……」
「アシュリー、どういう二人組みだったの？」

　ミリアムの問いに、アシュリーは叱られたようにうなだれて、首を横に振った。
「僕はあまり見ていないんです。夜だったし、僕とレイジーは目隠しされたから。どこかの家に下ろされたあとも、レイジーだけ連れていかれて、僕は部屋に閉じ込められたんです。食事もレイジーが運んできて、僕の前には現れなかったし。だから、詳しくはわからないんです」
「二人組が喋っているのは英語だった？」
「僕たちには英語でした。けれど、車内で二人が喋っているのは、英語には聞こえませんでした」
「お前はどうやって逃げ出して来たんだ？」

　アシュリーは少しだけ目を伏せた。まるで恥ずかしいことをしてしまったかのように落ち込んでいる。おそらくジェレミーにも同じ質問をされたはずだ。再び答えるのが苦痛であるようにトラヴィスには見えたが、すぐにアシュリーは顔をあげた。
「……レイジーが、昨日の昼過ぎ頃部屋へ入ってきて、今二人はいないから逃げろって。逃げて警察に助けを求めてくれって」
「レイジーは一緒に来なかったのか？」
「一緒に逃げようって言ったんですけれど、自分がいれば二人は追いかけてこないだろうからって……」
「——嘘をつくな」

　トラヴィスは脅すように言った。

　アシュリーはびっくりしたように目を瞠る。その素直そうな目を覗き込むように、トラヴィスは顔を近づけた。
「お前は大切なレイジーを置いて、逃げ出す奴じゃないだろう？」

　昨日のパソコン画面が思い浮かんだ。互いの名前のパスワード。
「レイジーが逃げ出さないなら、お前も必ずそばにいたはずだ。一緒に家出もしたくらいだからな」
「……」

　アシュリーはその言葉を呑み込むように瞬きを繰り返して、目の前にいるどこか不敵な面構えの捜査官をしげしげと眺めた。
「俺は間違っているか？」

　するとアシュリーは、悪い魔法が解けたかのように、初めて安堵したような笑みを見せた。
「お兄さんも……そうなんですか？」
「トラヴィスと呼んでくれ、アシュリー」
「……トラヴィスにも、そういう人がいるの？」

　だから、わかったの？　とアシュリーは言いたげだ。
「そうさ」

　胸に浮かんだのは、昨夜追い出した恋人である。そのアンダースミス捜査官が無言でこのやり取りを観察しているのを、トラヴィスはずっと肌で感じていた。

　——悪かった、昨日の夜は勝手に拗ねて。
「大切な親友だろう？」
「うん、僕の魂なんだ」

　その言葉の響きに、何か特別なニュアンスが感じられた。
「心配だな」
「うん、すごく心配でたまらないんだ」
「何があった？」

　アシュリーは縋るように目をあげる。この時になって初めて、アシュリーが実は怯えているのだと気がついた。十五歳の少年にしては、思慮深げで落ち着いている。言葉遣いも丁寧で、頭と育ちの良さが同年代の子供たちに比べると際立っている。だが透けるような色白の容貌に浮かんでいるのは、まぎれもない怖れの色だ。
「……レイジーに言われたんだ」

　アシュリーは最初にトラヴィスを、次はミリアムを、最後にジェレミーを見回して、耐えられないように俯いた。
「もし自分が現れなかったら……警察にはそう言えって」

　トラヴィスの背中を得体の知れない寒気が奔った。——くそったれめ。
「ここで会おうって約束したのに……きっとまた捕まったんだ、あの連中に……」







　母親の手で連れて行かれるアシュリーを見送って、捜査官たちは次にするべきことを確認しあった。
「レイジーを探し出すのが優先だ」
「誘拐事件として、捜査チームを立ちあげましょう。ノートン警部にお願いするわ」

　少し下がって黙って聞いていた警部は頷いた。
「アシュリーが言っていた隠れ家も、急いで見つけ出さないと。ジェレミーはリックに今までのことを報告して」
「わかった」

　ジェレミーはミリアムを振り返った。
「私は少年たちを拉致した二人を捜そう。心当たりはある」

　トラヴィスもミリアムも驚いた。
「何で心当たりがあるんだ？　お前の知り合いか？」
「自宅を訪ねた時に、バーンズワース夫人が面白いことを言っていた」

　ジェレミーはトラヴィスの皮肉を全く取り合わなかった。
「三年前に亡くなったバーンズワース大佐の知人が、半年程前に自宅を訪ねてきたそうだ。イラク戦争で知り合いになったアラブ人らしい」

　ジェレミーはそれだけ言うと、義務を果たしたというように背中を向けた。
「ちょっと待て」

　その背中へ、銃口を向けるような口調を投げつけたのはトラヴィスだ。
「どうして、黙っていた」
「リックには報告している」　
「だから、俺たちには話さなかったのか？」

　ジェレミーは肩越しにトラヴィスを振り返った。その冷たい眼差しや素っ気ない態度に、昨夜愛しあった恋人の面影はなかった。
「私の役目は、お前たちの補佐だ」
「だから？」
「私は自分の任務を果たしている」
「ジェレミー」

　——悪かった。

　トラヴィスはまるで苦いものを呑み込んだように唇を引き結んだ。無性に苛立ってくる気持ちを抑えつける
「お前がフーバー長官から地獄へのお誘いがくる優秀な捜査官でも、俺たちに報告しなかったのは大きなミスだ」

　——昨夜、どうして話してくれなかったんだ。

　苛立ちが微妙に翳ってゆく。
「そうね、トラヴィスの言うとおりだわ」

　ミリアムも納得がいかないという意思を示すように腕を組んで、眉をしかめている。気分を害した様子だ。
「次からは注意する」

　ミリアムにはそう言って、また背中を向けた。
「隠しているのはそれだけか？」

　ジェレミーの返答はない。
「くそったれが！」

　バタンと閉じたドアに、トラヴィスは唾を吐きかねない勢いで悪態をついた。
「ジェレミーは、いつもトラヴィスにはきついわね」

　ミリアムは不思議そうだ。
「俺が目障りなんだろう」

　トラヴィスは心の底から込みあげてきた様々な色合いの感情を、思いっきり蹴飛ばした。
「別にいいさ。俺も、あいつをいつか撃ち殺そうと思っているからな」

　ジェレミーが消えたドアからすぐに目を逸らした。







　ミリアムとトラヴィスは取調室を出て、捜査課へ移ると、ノートン警部と共にロス全域の地図を広げた。先程のアシュリーの証言から、おおよその見当をつける。
「もう少し、アシュリーから話を聞きたかったけれど」

　ノートン警部がルージュ色の爪の先で叩いた場所を睨みながら、ミリアムは残念そうに唸った。アシュリーを連れていったリサには、どう説得しても、弁護士を呼ぶとの一点張りで全く話にならなかった。
「仕方がないさ」

　トラヴィスは諦めろというように括った。

　ノートン警部へは連絡を絶やさないように伝えて、二人はパーカーセンターを出ると、足早にセダンに乗った。運転席に座ったトラヴィスはギアを引いてアクセルを強く踏む。車は急発進して、駐車場を慌しく出発する。
「いい加減に、自分の気分で運転するのはやめてくれない？」
「ディズニーのアトラクションみたいで楽しいだろう？」

　ミリアムはお手上げというように両手を広げた。
「さっさと、その隠れ家を見つけようぜ」
「そうね、でもアシュリーたちを連れ去った連中は、もういないでしょうね。別の場所へ移動したと思うわ」
「あの坊主も、途中で連絡を寄越せば良かったのにな」
「仕方がないわ。レイジーがそうアシュリーへ言っていたら、あの子は電話をかけてくれたはずね。二人とも携帯を持っていないのが、本当に残念だわ」
「アシュリーの証言を信じるのか？」

　トラヴィスは黒いハンドルを握りながら、バックミラーに目をやる。後ろにいた白いキャンピングカーとの距離が、ぐんぐん離れてゆく。
「あなたはどうなのよ？」
「嘘はついていないと思う」
「どうして？」
「本気でレイジーの心配をしていたからだ」

　肌がひどく白く見えたのは、血の気が引いていたためだ。
「それに嘘をついているなら、レイジーの方だ」
「根拠は何？」
「あいつが嘘つきの顔だからさ」

　おそらくアシュリーにも嘘をついているに違いない。そうトラヴィスは睨んでいた。
「なるほどね、嘘つきな顔ね」

　ミリアムは呆れている。
「新米弁護士でも、ＦＢＩを訴えて勝てる理由だわ。素敵よ、トラヴィス」
「俺を馬鹿野郎って言いたいんだな？　全くそのとおりだ」
「嬉しくないわね」

　車はフリーウェイに乗り、東へと向かう。渋滞の時間帯は過ぎていたので、セダンは快調に走行した。
「アラブ人なんて、出来すぎだな」

　助手席で書類をめくっていたミリアムは、ふと手をとめる。運転しているトラヴィスの表情は面白くなさそうだ。
「今の時代、テロという言葉を聞けば、経験から真っ先にイスラム教徒を連想してしまう。どうもマニュアル通りで、胡散臭く感じるぜ」
「あなたは素直じゃないから」

　だがミリアムは笑って終わりにしなかった。
「もし仮に嘘をついているとしたら、バーンズワース夫人？　それともジェレミー？」
「ジェレミーだ。あいつ、何か企んでいないか？」

　トラヴィスはブロンドの捜査官の氷のように冷たい眼差しを思い出した。どうしてあんな抑揚のない目ができるんだ？　キスをしてセックスする度に思う。ベッドの上では俺を離さないくせに、その場を終えると、他人のように突き放す。いくら人前では仲が悪いからといって、いったいどういう神経しているんだ？　俺の肉体はまだジェレミーを感じているというのに——
「トラヴィス、あなたは今ジェレミーに反感を持っているから、そう思うのよ」
「今じゃない。ずっとだ」

　ハンドルを右手で操りながら、左手で首のうなじをさすった。昨夜キスされた痕が疼うずいた。

　ミリアムは書類を膝の上できちんと揃えた。
「わかったわ。でもね、さっきも言ったとおり、あなたの個人的な感情に興味はないのよ」
「ＦＢＩ捜査官は言うことが違うな」
「事件に集中してちょうだい」

　ぴしゃりと言う。
「けれど、ジェレミーがまだ何かを隠しているという意見には賛成だわ」
「チームプレーのできない野郎だぜ」
「あなたには言われたくないと思うわよ」

　車はしばらくフリーウェイを走る。アシュリーの証言では、フリーウェイの近くまで歩いてきて、そこで通りすがりの親切な車に乗せてもらい、ロス市警までやって来たという。ロサンゼルス市内から北東へ数十分、シエラ・マドレが前方に見えてきて、フリーウェイを下りた。

　シエラ・マドレはロサンゼルス郊外にある閑静な町である。その背後には、広大なエンジェルス国立森林公園がある。
「アシュリーが言っていたのはあそこだな？」

　フロントガラスからは壮大な山々が見える。
「そうね、すぐに行きましょう」

　セダンはエンジン音をたてて向かう。エンジェルス国立森林公園は、ロサンゼルス郊外にある自然豊かな一帯で、ハイキングやドライブ、キャンプや釣り、ハンティングなど、様々なスポーツやレジャーを満喫できる場所である。ロサンゼルス市からもそう遠くはなく、日帰りで遊びに来る市民も多い。

　少し走ると駐車場があった。今日は休日ではないが、やはり車が多い。ちょうど停車したシルバーのワゴン車から、母親と幼い娘が下りてきた。どちらも身軽な格好でスニーカーを履いている。ハイキングのスタイルだ。
「俺たちも車から下りて、ハイキングするか？」
「まだ、早いわ」

　ミリアムは周辺の位置を確認する。
「アシュリーは山道ではなく、車が通る道路を逃げてきたと言っていたわ」
『誰かに乗せてもらおうと思ったんだけど、一台も通らなくて……』

　取調室で、アシュリーの疲れた顔が弱々しく笑った。
「あちらへ行きましょう」
「了解」

　トラヴィスは指示された方へハンドルを切る。

　セダンは森林公園へ入っていった。

　きちんとアスファルト舗装された道路が、果てしなく伸びている。その周辺は木がまばらに生え、砂地や大きな岩が露出している。緑豊かな森林地帯ではなく、乾燥した山々の荒涼とした景色が雄大に見え渡る。忙しい日常を離れてドライブするにはもってこいの場所だ。平日のせいか、すれ違う車も多くはない。
「山は厄介だな」

　トラヴィスは曲がりカーブをゆるやかに運転しながら、窓から見える大自然の光景にしかめ面をした。
「どうも感覚が鈍る」
「そうね。自分を覆い隠してくれる錯覚に陥るわ。だから犯罪者は大きな気持ちになって、ひどいこともできるのよ」
「こんなところにガキどもを監禁するなんて、イカれているぜ」

　しばらくして、前方になだらかな坂が見えてきた。
「速度を落としてちょうだい、トラヴィス」

　アシュリーは坂道を下りたと喋っていた。細い道を走って、坂道に出たと。
「気をつけて見て。どこかに脇道があるはずよ」

　トラヴィスはスピードをうまく調整しながら、ゆっくりと坂道をのぼってゆく。道路沿いの乾いた山肌を睨みながら、道を探していく。
「あれじゃないか？」

　トラヴィスは顎でしゃくる。ほどなく、車が一台分通れる狭い脇道を見つけた。
「アシュリーの足で動くには、ちょうどいい距離ね」

　ミリアムも頷く。
「行くぞ」

　二人を乗せたセダンは、躊躇いもなく脇道に入った。そこは舗装されておらず、路面は砂や土が剥き出しで、平らでもない。走り始めてすぐに、車体がガタガタと揺れ、タイヤも鈍い音を立てた。
「今から冒険しに行く気分だな。愉しいトラップが待ち構えているに違いない」

　なぜか目を輝かせてハンドルを動かすトラヴィスである。
「俺はインディ・ジョーンズが好きなんだ」
「私たちは、スピルバーグの映画に出演しに行くんじゃないのよ」

　細い山道はずっと奥まで続いている。木は乾燥しているが、枝は長く伸びていて、ハイキングコースでもなさそうなのだが、タイヤの跡が残っていた。
「俺たちを歓迎してくれているぜ」

　トラヴィスはそれを道しるべに、スピードをゆるめず進む。

　およそ十分以上走っただろうか、だいぶ奥まった辺りまで来た頃に、突然前方の景色がひらけた。木を切り倒した土地に、二階建てのロッジ風の建物があった。

　おそらく森林公園関係の仕事で使われ、今は使用されていないと思われる山小屋だった。長年放置されているのか、外壁がかなり痛んでいる。

　ロッジの手前で車を停車すると、ミリアムとトラヴィスは急いで降りた。二人とも、拳銃を抜く。
「気をつけて」

　捜査官たちは拳銃を構えながら、慎重にロッジへ近づいた。人の気配はしない。ミリアムは周囲を警戒し、トラヴィスは二階を見上げる。二階の窓ガラスは閉じられている。

　玄関前には木造の階段があり、先にトラヴィスが足音を立てないようにあがって、ドアの横に背中をつけて立つ。ミリアムもドアを挟んで反対側に立った。

　トラヴィスは拳でドアを数回叩いた。木造のドアは硬い音がしたが、しばらく待っても何も起きなかった。

　二人は目で頷きあい、トラヴィスが丸いドアノブを握ると、勢い良くドアを開けた。すぐに銃を構えて、入り口に立つ。

　トラヴィスは銃口を向けたまま、用心深く中へ侵入した。ミリアムも後に続く。

　室内は、閑散としていた。二つの灰色のソファーに木製の丸いテーブル、小さいラジオなどがあったが、長い間使用されていなかったのか、どれも汚れていた。床も土や泥があちこちに付着し、埃が溜まってゴミが落ちている。

　二人は銃の引き金を握ったまま、慎重に部屋中を調べ始めた。部屋の隅に自家用発電機がある。ソファーやテーブルには新聞や雑誌があった。トラヴィスはその新聞の日付を確認すると、あの空き家の爆破があった翌日だった。地元の新聞紙で、その事件がトップ記事になっている。雑誌は「Ｔｉｍｅ」で、ぱらぱらとめくると中東問題が特集記事になっていた。
「そっちはどうだ？」

　ミリアムは奥にあるキッチンを調べていた。
「洗っていないコーヒーカップが四つあるだけよ」
「こっちも、銃や爆弾らしきものは見当たらない。あるのは、ゴミだけだ」

　部屋の隅にある丸太のゴミ入れには、マクドナルドの包み紙や空のペットボトルが捨てられていた。
「遅かったわ」

　戻ってきたミリアムは、拳銃をおろしていた。
「アシュリーは銃を見たと言っていたけれど、犯人たちが持って逃げたわね」
「すぐに市警に連絡しよう」

　トラヴィスももう一度室内を見回してから、銃口を下に向けた。

　一階には、人の気配は感じられなかった。トラヴィスは木造の階段を鋭く睨みあげて、再び銃を構える。
「ここにいてくれ」

　足音を消して、慎重に一段ずつ階段をのぼってゆく。下にいるミリアムは援護体勢を取りつつ、警戒を怠らない。

　階段をのぼり切ると、瞬時にトリガーを引ける状態で、素早く周囲を見回した。二階は廊下を挟んでドアが向かい合っている。用心しながら向かって左側のドアの横に身を寄せると、そっとドアノブを回した。開けると同時に、銃を構えて飛び込む。

　その部屋には何もなかった。椅子もテーブルもなく、汚れた壁や床が剥き出しになっている。部屋自体も狭く、薄汚れた窓ガラスがあるだけである。外でトラヴィスが見上げたのは、この窓だろう。外の光が鈍く差し込み、長年放置された部屋なのだと気づかせてくれる。

　トラヴィスは誰もいないことを確かめて、小さく息をついた。が、次の瞬間、背後で何かが動く音がした。

　トラヴィスは反射的に身をひるがえし、トリガーを引く。

　激しい雷が落ちたような一発が、辺りを震わせた。「トラヴィス！」と銃声を聞いたミリアムが、階段を駆け上がってくる。

　トラヴィスは銃を撃った体勢のまま、威嚇するように叫んだ。
「両手をあげろ！」

　弾は、廊下を挟んで反対側のドアに撃ち込まれている。その下で、文字通り腰を抜かしている少年は、鞭で打たれたように両手をあげた。
「そのまま動くな」

　トラヴィスは銃を向けたまま、少年に近づき、武器を隠し持っていないか調べる。
「小僧、名前は？」
「……ミ、ミカール」

　ミカール・アル・アブドュルは顎に触れる銃口の硬くて冷たい感触に、胃の中がひっくり返ったような悲鳴をあげた。







「で、ミカールはここで何をしていたの？」

　一階にあるソファーに座らされた少年は、目の前で自分を見下ろす二人の捜査官たちを、ちらりちらりと上目遣いに見た。
「人助けだよ」

　最初に銃弾を発射された時の恐怖は落ち着いたようで、口調はしっかりしていた。
「レイジーとアシュリーを助けにきたんだ」
「お前が？」
「そうだよ」

　質問にも、きちんと返事をする。

　トラヴィスは改めてミカールを観察した。十代の少年だ。身長は高く、何かスポーツをやっているのか、体つきも頑丈そうである。Ｔシャツにジーンズにスニーカーという、どこにでもいるありふれた少年の格好だ。問答無用で引き金を引いたが、当たらなくて良かったと肩をすくめた。ミカールは反射神経がいいのだろう。撃たれていたら、こうして話を聞く機会も無かったのだから。
「レイジーとアシュリーは、俺のせいで捕まったんだ」

　ミリアムとトラヴィスは無言で視線を交わした。先程のジェレミーの発言が甦った。

　ミカールは中東系の顔立ちをしていた。
「俺はアメリカ人だぜ？　ここで生まれたんだから。両親はエジプトから移民してきたけど」

　捜査官たちの沈黙を、ミカールは過去の経験からか馴れたように喋った。
「あなたの話をもっと聞きたいわ」

　二人はテーブルを挟んで座る。
「その前にさ、あんたたち、ＦＢＩなんだろう？」
「コメディアンにでも見えるのか？」

　トラヴィスはジョーク交じりに恐い声を出す。少々イラついていた。ミカールもおそらく、レイジーたちと同世代なのだろう。

　また、ガキだ。

　それが気に障っていた。
「もちろん、ＦＢＩよ」

　ミリアムは身分証明のバッジを見せた。トラヴィスも乱暴に出す。

　ミカールはそれを目で読んだ。
「良かった。本物なんだ」
「映画のロケから、はぐれたわけじゃない」

　少年は安心したように笑った。
「あなたは、レイジーとアシュリーのお友達なの？」

　ミリアムは優しい口調で質問をつづける。

　ミカールはちらっとミリアムに視線を投げた。少しだけ頬が赤くなって、気恥ずかしそうに横を向いた。
「……俺は、レイジーの知り合いなんだよ」
「どこで知り合ったの？」
「フェイスブックさ」

　二十一世紀のコミュニケーションは、液晶画面から始まる。
「俺もレイジーも、オンラインゲームにハマっていてさ。それをフェイスブックに紹介して交流が始まったんだ。俺もレイジーもまだスマホを持っていないから、パソコンでのやり取りでさ。レイジーはとにかくゲームが好きだった。オンラインだけじゃなくて、プレステとか」

　トラヴィスは腕組をしながら、レイジーの部屋を思い返した。レイジーの部屋にゲーム機はなかった。
「で、どうやってネット上のレイジーから、現実世界のレイジーと会ったんだ？」

　ミカールは少々ムッとしたように言い返した
「そんなの簡単だよ。フェイスブックでやり取りしていて、二人で会おうって話になったんだ」
「どっちがそれを言い出したんだ？」
「レイジーさ」

　それのどこが悪いんだと言いたげに、唇をひん曲げる。
「いつだ？」
「一年前だよ。あのさ、ここでゆっくり話している暇なんてないんだけど」
「アシュリーは保護したわ」

　ミリアムは優しく伝えた。

　ミカールは中東特有の様々な血が交じり合った彫りの深い顔全体に、喜びをいっぱいにした。トラヴィスがいなければ、その勢いでミリアムに抱きついていたかもしれない。
「良かった！　すごく心配したんだ！」
「で、お前はここで何をしていたんだ？」

　最初の質問に戻る。
「俺を背後から襲おうとするなんて、誰の人助けなんだ？」
「違うよ！　声をかけようと思ったら、おっさんがバンって撃ってきたんだ」

　トラヴィスの頬が引き攣った。
「もう一度バンって撃たれたくなかったら、そのおっさんの質問に答えろ」
「だから、レイジーとアシュリーの……」
「どうして、ここに捕まっているってわかったんだ？」
「……二人を連れ去ったのが、俺の知っている人だから」
「つまり？」

　畳みかけるような問いかけに、ミカールの顔から喜びが消え失せ、代わりに心配そうな翳が色濃く浮かんだ。
「つまり……その……」

　上目遣いにミリアムへちらっちらっと目をやる。優秀で大人な捜査官は、安心させるようににっこりと笑ってあげた。
「その……」

　言いにくいというのは、身近な人間なのかもしれない。トラヴィスはそう判断した。今までのミカールの態度を眺めていて、度胸がありそうだとは感じたが、それでも躊躇うというのは、かなり近く、もしかしたら身内かもしれないと考えた。
「つまりさ……」

　トラヴィスの予感は当たった。

　ミカールは口ごもった末に、俺の兄貴なんだと呟いた。
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　外にあるセダンに乗り込むと、ミリアムはすぐにロス市警のノートン警部に連絡を取り、ハムザ・アル・アブドュルを指名手配するよう伝えた。
「容疑は、未成年誘拐、監禁よ」

　バックシートにいるミカールは、首が折れそうなほど俯いて、両手で頭を抱えていた。
「お前のせいじゃない」

　トラヴィスはバックミラーに映るミカールに気を配りながら、アクセルを踏んだ。セダンは土煙をあげて、来た道を戻る。
「お前は正しいことをした。悪いのは兄貴の野郎だ」
「そうよ。ミカールが罪を感じることはないわ」

　だがミカールは拒絶するように、頭を横に大きく振った。
「……俺、兄貴をとめられなかった」
「神でも無理だった」
「……そんなことない！」

　ミカールは反射的に頭を上げると、噛みつくように叫んだ。
「神様だったら、止められたぜ！」

　その激しい言いように、二人の捜査官はバックシートを振り返る。
「俺ん家は、コプト教徒なんだ」

　ミカールは自分の感情の昂ぶりを抑えるように、低く言った。
「コプト教って知っている？」
「ええ、エジプトでのキリスト教のことよね？」

　ミリアムは慎重に口にする。
「大体、あっている」

　運転席で難しい顔をしているトラヴィスに、ミカールは背後から説教口調で説明する。
「エジプトはイスラム教徒の国だけど、大昔からのキリスト教徒もいるんだ。彼らはコプト教徒って呼ばれていて、大昔からの信仰をずっと守っているんだ」
「俺の家も、大昔からのカトリックだぜ？　なんと、イエス・キリストが生まれる前からだ」
「地獄に落ちろ、おっさん」

　トラヴィスのジョークに、ミカールは白い歯を見せて、威嚇するように唸る。
「ミカールはとても信仰深く育てられたのね」

　ミリアムが間をとりなすように話を戻す。
「きっとミカールのお兄さんも、そうなのね」
「……うん」

　急に、また歯切れが悪くなる。
「俺が言いたいのはさ、ここじゃアラブ系の顔だと、イスラム教徒って自動的に思われる場合が多いけど、俺ん家は違うってこと。俺の両親がアメリカへ移住したのは、信仰上の理由もあるんだ」

　揺れる車の中で、でも、と声を落とす。
「俺の兄貴、去年大学に入学したんだけど……それからイスラム教に改宗してさ」

　どうも様子が変わったとため息をつく。
「モスクへ熱心に通うようになって、アメリカはおかしい、間違っているって言い始めて……時々親父と大喧嘩していた。親父はそんな簡単にアメリカを責めるなって怒鳴っていたっけ……」

　ミカールはその時の様子を思い出すように、膝の上で拳をつくる。
「俺さ、なんだかどんどん俺の知っている兄貴じゃなくなっていくようで、正直怖かったんだ。だから、レイジーに相談したんだ」
「レイジーは何て言ったの？」
「心配なら、会ってみようかって」
「それはいつ頃の話だ？」
「半年前かな」

　ミカールは沈んでいる。
「レイジーは俺の心配をしてくれたんだ」
「で、何が原因で誘拐されたんだ？　家出している最中に」
「……だから」
「はっきりし……」

　トラヴィスは急にハンドルを右に切った。車は張り子のように揺れ、助手席のミリアムはもちろん、バックシートにいるミカールも派手に転がった。
「トラヴィス！」
「何かが落ちている！」

　車は急停止する。

　ミリアムは髪を押さえながら下りた。車の背後に、転がっている物体が見える。ゆっくりと近づいていき、それを拾った。
「何が落ちていたんだ？」

　トラヴィスも近寄って見る。

　ミリアムが拾ったのは、グリーンのスニーカーの片方だった。アイビーの葉っぱのような色に、Ｎの文字がついている。少々汚れているが、ニューバランスの靴だ。

　ドアが慌ただしく閉じる音がした。ミカールが転がるように駆け寄ってくる。
「こ、これ、レイジーのスニーカーだ！」

　トラヴィスとミリアムは一瞬目をあわせる。口が開くよりも先に、トラヴィスは胸のホルスターから銃を取り出すと、周囲の林に向けた。
「お前は早く車に戻れ！」
「え、でも……」
「早く行け！」

　ミカールは打たれたように、身をひるがえす。ミリアムも銃を取り出し、トラヴィスと背中合わせで、銃口を構える。
「最初に通った時はなかった」
「そうね。誰かが、わざと落としていってくれたのかしら」

　しばらくその場に留まり警戒したが、風の音と熱い日差しの他には何も起こらなかった。二人は銃を下ろして、用心深くセダンに戻る。
「レイジーはどうしたんだよ！」

　ミカールは待ちかねたように、バックシートから身を乗り出す。
「何でレイジーのスニーカーが落ちているんだよ！　しかも片方だけ！」

　トラヴィスはキーを回した。車は支障なくエンジンがかかる。
「これからそれを捜査しに行くんだ」

　アクセルを強く踏んだ。

　セダンは舗装された道路へ出ると、来た道を戻った。トラヴィスはスピードを緩めずに運転し、ミリアムは拾ったスニーカーを証拠物件としてビニール袋に保管する。後ろにいるミカールはそのスニーカーが欲しいと懇願したが、拒否されたため、そっぽを向いて大人しく座っている。
「ミカール、ご両親には連絡してあるの？」
「……していない」
「それじゃ、ロス市警に戻ったら、ご両親に連絡するわ」

　ミカールは窓の外を眺めている。少年にしてはどこか成熟した印象を受けるその横顔が、少しだけきつそうに歪んだ。
「……兄貴、捕まるのかな？」
「犯人だったらな」

　トラヴィスはカーブを大きく曲がりながら、バックミラーに目をやった。
「容疑がかたまったら、残念だけれど、そうなるわね」
「でも、もしかしたら俺の兄貴じゃないかもしれない」
「ミカールはそう信じたいのね？」
「そうだよ……」

　頷いたミカールは辛そうだった。
「俺、レイジーが家出するって聞いて、じゃあ、とりあえずそこで会おうぜって話になったんだ。そうしたら突然、車が現れて、二人を無理やり乗せて行ったんだ……俺もそこに向かっていて、遠くから見えたんだ。慌てて追いかけたけど、無理だった……でもさ、夜で暗かったけれど、二人の腕を掴んでいたのは、間違いなく兄貴だった……」　
「詳しい話は、市警で聞かせてもらうわ」

　しかしミカールはとまらない。
「レイジーとアシュリーは、きっと俺が関係しているって思っている。だって、そこで会おうって言ったのは俺だ。俺が兄貴に喋ったって思っている……」
「落ち着け、小僧」

　トラヴィスはまたバックミラーを見る。
「お前は自分の潔白を証明するために、一人であそこに乗り込んで、二人を助けようとしたんだな？」

　ミカールは泣きそうな顔をしていた。
「信じてもらえないかもしれないけど……」
「信じるさ。それがお前の本当の気持ちだったらな」

　トラヴィスはアクセルを踏みつけて、スピードをあげた。ミリアムも気づいて、座席から身を乗り出し、後ろのリアガラスを振り返る。
「いつから？」
「ついさっきだ」

　後方から、一台の黒い車がスピードをあげて近づいてくる。

　ミリアムはスーツジャケットを開き、胸のホルスターに仕舞っていた銃を取り出すと、グリップを強く握った。
「トラヴィスは、運転に集中して」

　黒い車は規定速度を大幅に違反して、セダンに追いついた。

　道はゆるいカーブに差しかかる。だがその車は車線をはみ出て、セダンに並んだ。

　トラヴィスは鋭い一瞥を投げた。車の窓は中が見えない仕様になっているが、助手席の窓がわずかに開くと、そこから銀色に光るものが現れた。

　銃口である。
「くそったれ！」

　トラヴィスはハンドルを切った。と、同時に銃口が火を噴いた。

　銃弾は、運転席側の窓の縁をかすった。続けて、連射される。

　一発がセダンの装甲をかすった。トラヴィスはハンドルを左右に回しながら、黒い車に横から体当たりする。車同士のぶつかる衝撃は激しく、後ろでミカールが悲鳴をあげた。
「掴まっていろ！」

　トラヴィスはもう一度車をぶつけた。その衝撃で黒い車は横滑りになる。
「もっとスピードを上げて！」

　ミリアムは全開にした窓から、身を乗り出した。振り落とされないように車の縁に掴まり、揺れる片手でトリガーを引く。強い衝撃音が、相手の車のボンネットに撃ち込まれる。

　黒い車もスピードをあげた。下り坂の道を、スピードレーサーのように走ってゆく。
「追うぞ！」

　黒い車は切り裂くようなブレーキ音をさせて、カーブを危険に曲がる。

　ミリアムは銃を二発撃った。一発目は外れたが、二発目は相手のトランクに命中したようだった。
「伏せろ！」

　トラヴィスはハンドルを急激に回した。前方から発射された銃弾が、運転席側のフロントガラスに突き刺さり、砕けた破片がトラヴィス目掛けて飛んだ。

　トラヴィスはとっさに利き腕で払い避け、急ブレーキをかけた。セダンは騒々しい音を立てて中央線をはみ出し、横向きに急停車する。トラヴィスは強い衝撃で前のめりになった。
「……大丈夫か、ミリアム！」
「……ええ」

　投げ出されないように車体の縁に掴まっていたミリアムは、気をつけながらシートに身体を戻そうとする。トラヴィスも手伝った。
「あなたこそ、怪我をしているわ。頬から血が出ているわよ」
「これぐらい大丈夫だ」

　頬を手の甲でぬぐった。赤い血がべっとりとつく。深い傷ではないが、じくじくと地味に痛んできた。
「くそったれ！　それよりあいつら逃がしたぜ！」

　正体不明の黒い車は、跡形もなく消えている。
「銃弾を回収して、鑑識に回しましょう」

　ミリアムは厳しい表情で銃を仕舞うが、今気がついたというようにバックシートを振り返った。
「ミカール、大丈夫？」
「……とりあえず、生きていると思う……」

　ミカール少年は座席にはおらず、その足元でぐったりとのびていた。







「くそっ！」

　青年は乱暴に銃を下ろした。
「あの連中、死ねば良かったのに！」

　急停車したセダンから猛スピードで離れていく車の助手席で、悔しそうに罵った。手にある銃からは、硝煙しょうえんが匂ってくる。

　憤りは、隣で運転している男性にも向けられる。
「お前がもっとしっかり運転していれば、あいつらを殺すことができたんだ！」

　男性はハンドルを握りながら、怯えたような表情を見せた。青年の喋る言葉は理解できないが、その雰囲気は普通ではないし、手には銃がある。何より今のカーチェイスは、心臓が飛び出るくらいに怖ろしかった。
「やめてよ！」

　青年は煩そうにバックシートを振り返った。
「黙っていろ！　だいたい、お前があの小僧をちゃんと見張っていないのが悪いんだぞ！」
「アシュリーを巻き込むのはやめてって、お願いしたじゃないか！」

　バックシートにいる少年は、必死で食い下がる。ニューバランスのスニーカーは片方しか履いていない。
「ねえ、もうやめようよ！　まだ誰も死んでいないんだ！　今なら間に合うよ！」
「うるさい！　アメリカ人を殺すまで俺はやめないぞ！」

　青年は憎悪を剥き出しにして叫ぶ。
「この連中がイスラムの同胞にしたことと同じことを俺がやってやる！　皆殺しにしてやる！」

　まだ硝煙漂う銃口を眼前に掲げて、トリガーに回した指に力を込める。
「皆殺しにしてやる……」

　運転する男性は、ちらっと背後に視線をおくった。その褐色の目は、自分は何に巻き込まれているのかと言いたげに不安そうである。

　少年は哀しげに小さくかぶりを振った。捜査官たちにキュートと評された顔は、今から地獄へ堕ちろとでも言われたかのように青ざめきっていた。







　ＦＢＩロス支局へ戻ったミリアムとトラヴィスは、ミカールを保護して、パトリックに報告した。車に当たった銃弾とスニーカーを鑑識班に回し、捜査の状況を確認する。
「空き家の爆破に使われたのは、手作りのプラスチック製爆弾だ」

　パトリックは二人へ説明する。
「それと、目撃者がいて、あの空き家に出入りする中東系の若者がいた。その若者がハムザ・アル・アブドュルなのか確認している」
「ミカールにもう少し話を聞きたいんです。あとアシュリーにも」
「未成年は親の立会いが必要だ」

　パトリックは難しい顔をしたが、無理だとは言わず、連絡をつけると言った。
「明日、本部からヒースがやってくる。我々の捜査に彼の語学力が必要になるかもしれない」

　ヒース・ハリド捜査官はレバノン系アメリカ人で、アラビア語ができる。同じくパトリックの部下だ。

　あとのことはミリアムに任せて、トラヴィスは通路に出た。頬や腕の傷は深くはないが、治療してもやはり痛む。

　あのくそったれの連中め——トラヴィスは黒い車を思い出して、怒りで頭が沸騰しそうになった。見つけたら、ただじゃおかないぜと歯軋りする。

　前方から靴音が聞こえてきた。顔をあげると、ジェレミーだった。

　ジェレミーはトラヴィスの目の前で足をとめた。頬に張られたガーゼや、ワイシャツの袖口から覗かせる腕に巻かれた白い包帯に気がつくと、青い瞳をわずかに細めた。
「怪我をしたのか？」
「ハロウィーンの仮装にでも見えるのか？」

　ジェレミーは目の前の男を冷たく見返した。トラヴィスは知らん顔をして首をすくめた。
「俺が骨折しようが、拷問されようが、お前の人生に何の支障もない」

　自分でもひどい言葉がどこから出るのか不思議に思いながら、脇をすり抜けた。

　ジェレミーは追ってこない。

　——そういう奴だ。トラヴィスは自分の乾いた靴音を聞きながら、建物の出口を目指した。どうしてジェレミーに抱かれているのか、自分でもいまだにわからない——

　トラヴィスは心の中から金髪碧眼の影を追い払ったが、片隅に浮かんだ小さな気持ちを拭い去ることはできなかった。







　宿泊しているホテルに帰ったトラヴィスは、まず一番にシャワーを浴びた。頬のガーゼや腕の包帯も取って、頭のてっぺんから足の裏まで隈なく熱い湯を浴びる。傷口はズキズキと痛んだが、身体のあちこちに疲れが溜まっていて、それらをシャワーの湯と一緒に排水溝に流すと、バスタオルで全身を拭いてから腰に巻き、頭からタオルをかぶってバスルームを出た。

　サイドテーブルにあったタバコを取って、ライターで火をつけようとした時、部屋がノックされた。トラヴィスはタバコとライターをサイドテーブルに投げ落とすと、面倒そうにドアを開ける。

　そこにいたのはジェレミーだった。

　トラヴィスは思わず後退った。
「何の用だ」

　威嚇するように言葉を投げつけるが、ジェレミーは無視して、ドアを閉めて鍵をかけた。そしてトラヴィスの剥き出しの腕を掴むと、部屋の中へ強引に引っ張って行く。
「やめろ！」

　トラヴィスはジェレミーの手を乱暴に振りほどいた。

　ジェレミーはソファーの横に立つと、顔色変えずに振り返った。上着もネクタイもなく、着替えないでそのままやって来た様子だった。
「さっきの言葉は何だ」

　開口一番、ジェレミーは言った。静かな声だった。
「お前が怪我をしたというのに、それが私の人生に何の支障もないのか？」
「そんなこと、俺が知るか」

　トラヴィスはわざと投げやりに答えた。

　ジェレミーの眼差しが、犯罪者を震えあがらせるほどに眼光鋭くなる。
「私に八つ当たりをするな」
「八つ当たりなんかしていない」
「お前は子供だ」

　ジェレミーは容赦なく言った。
「私が情報を伝えなかったのが、それほど気に喰わないのか」

　トラヴィスは頭にかけたタオルで髪や顔を拭いた。頬や腕の傷が痛む。それが今日の出来事を否応なしに思い出させてくれる。
「答えろ、トラヴィス」
「……ああ、気に喰わないと言えば、気に喰わない」

　——違う。

　だが、トラヴィスはジェレミーの言葉に引きずられるように反抗した。
「俺たちにも報告してくれていたら、今日のことも違うアプローチができたかもしれない。お前がしたことは、捜査の妨害だ」
「確証が取れたら、きちんと伝えるつもりだった」
「何の確証だ？　だいたい、お前は何のつもりで俺たちの捜査に出しゃばって来たんだ。エリートならエリートらしく本部にいろ！」

　——違う！

　トラヴィスはまるで逃げるように顔を背けた。俺は何に苛立っているんだろう？

　ジェレミーは別段傷ついた表情もしなかった。その態度は、まるで子供の駄々を聞いているようだった。
「トラヴィス」

　やや待って、ジェレミーはトラヴィスの前に立つと、頭のタオルを取って、両頬に手をすべらせた。
「派手なカーチェイスの末に傷を負ったと聞いて、私が心配しなかったと本気で思っているのか？」

　その手は生々しかった。

　トラヴィスは微動だにしないで、ジェレミーをまっすぐに見つめる。まるで頬に触れる手が魔法をかけたかのように、身動き一つしない。
「……悪かった」

　やがて、小さく呟いた。

　今まで堪えていたものがあふれ出るように、二人は互いの身体を抱きしめあうと、激しく唇を重ねた。舌を入れ、舐めまわすように愛撫し、何度も何度もキスを交わす。

　ジェレミーの手がトラヴィスの背中をすべり、腰に巻いてあったバスタオルを取ると、そのまま足元に落とした。
「——どうして欲しい？」

　トラヴィスの耳たぶをぺろりと舐めて、耳元で優しく囁く。両手は露になった恋人の臀部でんぶを撫で、右手の指は割れ目の奥へと侵入し、左手は濡れ始めているペニスを軽く握る。
「私にどうして欲しい？……」

　トラヴィスは仰け反って呻いた。
「……抱いてくれ」







　ベッドの上で、トラヴィスは息荒く声をあげていた。

　男らしく精悍な肉体はすでに汗まみれで、白いシーツをたっぷりと濡らしている。ぼんやりと顔が見える程度の薄暗い室内でも、汗にまじって肌にべったりと付着している白い液体がわかる。下半身の刺激に耐え切れず飛び散ったトラヴィスの精液だ。

　トラヴィスは仰向けに寝かされ、大きく足を開かされていた。その膝を抱えて、トラヴィスの恥部を休みなくいたぶっているのはジェレミーだ。

　ジェレミーも白く肌に汗を滲ませ、自分のペニスを何度も挿入させている。つい少し前にトラヴィスの肉体の中で達したのだが、それで果てるわけもなく、再び奥を犯している。

　トラヴィスは自分の身体を貫き続けるジェレミーの力に、興奮していた。唇から洩れるのは、その快感を味わっているような喘ぎだ。それは日頃のトラヴィスからは想像もつかないほど、ねっとりとしていて、艶っぽかった。

　ジェレミーも息をつきながら、髪を乱している。普段の冷静沈着な印象からは思いもよらない貪欲さで責めていた。その力がゆるむ気配はない。

　シーツを掴んでいたトラヴィスは、自分を傍若無人に征服する力に堪え切れないかのように横を向いた。だがジェレミーの手で、強引に振り向かされる。
「……私が嫌いだろう？」

　ジェレミーはどこか意地悪そうな笑みを浮かべて、抱えていた膝をさらに折り曲げた。
「聞いていたぞ」

　トラヴィスは背中を反って息を切らしていたが、どこか笑うような声を洩らすと、腕を伸ばしてジェレミーの濡れた背中を抱き、キスをした。
「……嫌いさ」

　トラヴィスは唇を離して、さらに仰け反った。

　ジェレミーは折り曲げていた足を自分の肩で抱えると、上から強く突きはじめた。両手でトラヴィスの臀部を持ちあげて、下からも深く喰い込ませる。

　トラヴィスの息遣いが、動きにあわせて早くなる。

　ペニスは快楽の凶器のように、トラヴィスをひどく感じさせた。その乱れた姿態は、恋人の性欲を十二分に刺激させた。

　ジェレミーは絡みつくように唇を吸うと、首筋から胸へと這っていき、愛らしく固まった乳首を舌の先で転がしながら、あやすように舐めてゆく。
「……最高だ」

　ジェレミーは熱い溜息を漏らした。

　やがて、二人は再び達した。







　トラヴィスが眠ったのを確かめると、ジェレミーは身体を起こした。抱えていた両足を肩から下ろして、ベッドの上に愛しそうに揃える。それから、足元に追いやっていたコンフォーター（掛け布団）を胸元まで引っ張りあげ、自分もその隣で横になった。

　トラヴィスは規則的な寝息を立てている。セックスの間、ずっと聞いている方が感じてしまうような声をあげていた当人とは思えないような健康さだ。毎回終えるたびに思うのだが、この変わりようは何なのだろう？

　——それがトラヴィスの魅力だ。

　ジェレミーはトラヴィスの寝顔を見つめた。もう二十代も後半なのに、十代の少年のように無邪気に寝入っている。この寝顔が、セックスと同じくらいジェレミーは好きだった。

　トラヴィスを愛し続けていた自分の身体も、まだ熱が抜け切れていない。時計を見れば、だいぶ没頭していたようだ。身体の疼きが鎮まってから部屋へ戻ることにして、しばらくトラヴィスの寝顔を眺めることにした。

　——まったく厭きない男だ。

　ジェレミーは苦笑した。人前では平気で人を詰なじるくせに、二人きりになると子供のようにやんちゃになり、セックスでは猫のように甘えてくる。

　トラヴィスを起こさないように腕を伸ばして頭を抱くと、軽くキスをした。あれだけ抱いたのに、まだ満足していない自分に笑うしかなかった。

　それにしても——恋人の変わらない匂いを感じながら、今回はいつにもまして変だと思った。

　ジェレミーはロサンゼルスへ捜査をしに来てからのトラヴィスの様子を、注意深く観察していた。どうも日増しに苛立っている。それは不可解な事件に加え、自分も捜査に協力しているのが気に入らないからだろう。しかし、それだけではないことを薄々だが察していた。

　——おそらく、少年が関っているからだ。

　トラヴィスが両親を亡くした時と同じ年代の少年たちが。だから昔の記憶が甦り、冷静さを欠いているのかもしれない。

　ジェレミーのブルーアイズが、不意に鋭くなる。アシュリー・グラハムは、何の変哲もない少年だった。もう一人、レイジー・バーンズワース。写真で見る姿は、アシュリー同様に平凡な一五歳の少年だった。しかしその十代の印象と現実の行為は、ひどくちぐはぐで噛み合わない。

　——おそらくトラヴィスは、その違和感に不信感を抱いている。

　今日ロス市警へ連れてこられた少年も思い浮かべた。兄が爆破事件に関っているかもしれないと証言した弟は、まるでテレビドラマに出演しているかのような振る舞いだった。

　——何が目的なのか。

　これは子供のイタズラだと、トラヴィスは主張した。それも一つの正解だろうと考えた。だが、それだけではない。

　ジェレミーはまたキスをする。

　今夜話しそびれたことがあった。明日それを耳にしたら、トラヴィスは「くそったれ！」と自分を詰ってくるに違いない。そう思うと、また苦笑が洩れる。

　——お前は私がどれほど想っているのか、わかっていない。

　ジェレミーはまだ物足りないというように、深くキスをする。

　トラヴィスは小さく寝息をついた。

　全く、わかっていない……







　翌朝、ロサンゼルス支局へ出勤したトラヴィスは、本部から派遣されてきたヒース・ハリド特別捜査官と会った。
「眠そうだな！」

　ヒースは開口一番そう言うと、にやりと笑った。レバノン系アメリカ人だが、祖父はフランス人で、青年期もヨーロッパで過ごしている。生まれはアメリカだが、ヨーロピアンな雰囲気を漂わす捜査官で、背が高く、容姿端麗な色男である。トラヴィスとは気のあう同僚で、大の女好きでも有名である。
「いい女の夢でも見ていたのか？」
「ああ……気持ちよかったぜ」

　軽口を叩く声とは裏腹に、トラヴィスの表情は冴えない。朝目覚めればジェレミーの姿はなく、腰に力が入らなかった。這うようにベッドを出たが、昨夜の情事で下半身の調子もよくない。さりげなく腰を押さえながら、この原因をつくった男を胸の中で罵った。
「派手なカーチェイスをしたんだって？」
「これでアクション映画から出演依頼がきてもＯＫだ」

　トラヴィスは頬の傷を撫でた。邪魔なのでガーゼをしていない。腕の傷も簡単に包帯を巻いただけである。そのうちに治るだろうと放っておくことにした。
「大丈夫か？　ますます男ぶりがあがったな」

　ヒースはからかいながら、トラヴィスと肩を並べる。
「俺も今朝一番で到着した。早速仕事だ」
「どうした？」
「昨日の夜、出頭してきたらしい。犯人が一人」

　初耳だった。
「誰だ！」
「アラブ人ということだけはわかっている。それ以外はこれから調べる」

　トラヴィスは自然と早足になった。本当は駆け出したかったのだが、まだ本調子ではない。
「ミリアムはもう会っているのか？」
「ジェレミーもいる」

　トラヴィスの顔が不機嫌丸出しになったので、ヒースは落ち着けというように肩を叩いた。
「気にするな。動いて口聞くだけだと思っていろ」

　支局の奥に取調室があった。片方の側面だけマジックミラーになっていて、中にいる人間にはその部屋を覗く面々がわからない。トラヴィスとヒースが入室すると、パトリック、ミリアム、ジェレミーら全員が顔を揃えていた。すぐにトラヴィスもマジックミラーから室内を見る。一人のアラブ人がパイプ椅子に座って俯いていた。
「ミカールのお兄さんじゃないわ」

　ミリアムがトラヴィスの疑問に答えた。
「英語が全く通じないのよ」

　パトリックは指示を出した。
「ヒースとジェレミーは中へ入って尋問してくれ。ミリアムとトラヴィスは引き続き少年から話を聞いて欲しい」

　四人の部下たちは動き出す。
「先に車へ行ってちょうだい」

　取調室を出ると、ミリアムは足早に二階へあがる。トラヴィスはズボンのポケットに手を入れ、車のキーを取り出した。

　背後で、静かにドアが閉まった。振り返ると、ジェレミーだった。

　トラヴィスは腰を押さえながら、口をへの字に結んだ。周囲には誰もいない。

　ジェレミーが近寄ってきた。
「眠そうだな」
「金髪野郎のおかげだ」

　トラヴィスは目一杯嫌味を言ったつもりなのだが、相手には通じなかった。
「いつでも、愉しませてやる」

　ジェレミーはトラヴィスにだけ聞こえるように囁くと、踵を返す。その肩をトラヴィスが片手で掴まえた。無言で、取調室のドアを親指で指す。
「話すつもりだった」

　ジェレミーは悪びれもせず言った。
「だが、お前がせがむから言いそびれた」

　トラヴィスの表情が一気に爆発した。
「くそったれ！」

　ジェレミーの眼前で、右手の中指を思いっきり突き立てると、荒々しく立ち去ってゆく。

　その怒りに満ちた後ろ姿に、ジェレミーは苦笑いするしかなかった。

　数分遅れてミリアムが駐車場に現れると、後部座席にパソコンバックを置いて、助手席に乗った。トラヴィスはアクセルを踏み、ゆっくりと道路に出る。
「アシュリーの部屋にあったパソコンを持ってきたわ」

　ロサンゼルス支局所属の専門チームに調べてもらっていたのが、今朝戻ってきたのだという。
「このパソコンの持ち主は、レイジーと判明したわ。なぜアシュリーの部屋にあったのかしら」
「おそらく持ち込んで、何かをしていたんだろう。他に手がかりは見つかったか」
「メールが数通消されていたわ。それを復元したの。メール相手の名前はハムザよ」
「どういう内容だ」
「一言で言えば、アメリカが憎いってことね。なにもかもめちゃくちゃにしてやりたいって書かれているわ」　
「十五のガキに送る内容じゃないな」

　鼻で笑って皮肉る。ミリアムも頷いた。
「けれど、どうしてレイジーにそんなメールを送っていたのかしらね」
「レイジーもそう思っているからだろう」

　トラヴィスは慎重にハンドルを切って、角を曲がった。セダンは修理に出したので、初めて運転する車である。フォードのクラウンヴィクトリアだ。

「二人がメールの交換していたことを知っていたかどうか、ミカールに聞かなければならないわ」
「両親はまだ来ないのか？」
「ええ。代わりに弁護士が来ているわ」

　マスコミでは二件の事件の容疑者がハムザ・アル・アブドュルだと報道されていた。ロス市警から情報がリークされたようだ。
「ご両親は気が動転されているそうよ。お気の毒だわ」
「そうだな」

　トラヴィスも同情した。

　二人はパーカーセンターへ向かっている。その途中で「ピザ・アメリカン」に立ち寄り、フルサイズのピザを買った。

　ほどなく到着し、駐車場に車をとめると、二人を出迎えたのはノートン警部だった。
「残念ながら、まだ容疑者は見つかっていません。それと、エンジェルス国立森林公園を重点的に捜索しています」

　挨拶も手短に、経過を報告する。
「容疑者の経歴も調べました」

　二人へ一枚の紙を差し出す。それには、ハムザ・アル・アブドュルの顔写真が載っていた。ミカールによく似た、難し気な顔立ちの青年で、年齢は二十歳、エジプトから移住してきた両親の元に生まれて、現在はカリフォルニア州立大学サンタバーバラ校在学中と記載されてあった。
「レイジーの方は？」
「まだ情報提供がありません」
「ミカールのご両親はいつ頃いらっしゃるの？」　
「今日の昼頃までにはと、弁護士が伝えてきました」

　ミカールは別室にいた。黒い革張りのソファーにぼんやりと座っている。昨日のうちに両親が来るはずだったのだが、一泊することになってしまった。衣服は昨日と一緒で、テーブルの上には飲みかけのペットボトルがあった。
「坊主、眠れたか！」

　二人が室内に入ると、眠そうだったミカールは顔を上げた。すっかり疲れた様子だったが、二人を見てほんの少しだけ安心したように表情が和らいだ。
「ご両親は、今日の昼頃には来られるそうよ。安心して」
「大丈夫、わかっている。親父もお袋も、俺どころじゃないよ」

　ミカールはすでにテレビを見ていた。
「弁護士には先に帰ってもらった。親父とお袋のそばに居て欲しいから」

　室内に目を走らせた捜査官たちに説明する。
「飯は食ったのか？」
「食欲がないんだ」
「これを見てもか？」

　買ってきた箱をテーブルに置く。中を開くと、真っ赤なトマトにチーズ、マッシュルームにコーンやバジルなどのトッピングが盛られたピザの美味しそうな匂いが、ふんだんに漂ってきた。
「俺もミリアムもまだだ。一緒に食べよう」

　トラヴィスはソファーに座ると、率先してピザを切り分け、最初の一切れをミカールに手渡した。
「まずは食べろ」

　ミカールはあまり嬉しそうではなかったが、ジューシーな匂いに食欲が生き返ったのか、素直に受け取った。

　トラヴィスは隣に座ったミリアムにも渡して、自分は最後に口にした。
「俺に聞きたいことがあるんだろ？」

　ミカールはあっというまにピザを平らげて、ペットボトルのキャップをあける。コーラだ。
「弁護士もいないから、何でも聞いてくれよ。俺も正直に答えるから」
「そうね」

　ミリアムは察しのいいミカールに笑顔を向ける。
「色々とあるわね。昨日は慌しかったから」
「俺、昨日撃ってきたのって、兄貴だと思うんだ」

　いきなり、ミカールは言ってきた。
「どうして？」
「だって、そうとしか思えないじゃないか」

　一晩考えたらしい顔つきになる。
「他に誰がいるんだよ……辛いけど」
「誰もいないと思うわけ？」
「……うん」

　頷きはしたが、自信なさそうだ。
「アシュリーの話では、誘拐犯は二人組みだったそうよ。もう一人に心当たりはないかしら？」
「……ないよ」

　ちょっと考えてから、ミカールは答えた。

　今度はトラヴィスが質問する。
「お前は兄貴の運転する車のトランクに忍び込んだそうだが、隠れ家に着いてから、どうしていたんだ？」
「見つからないように、その辺の林に隠れていたんだ。時々、銃を持った兄貴が外を見張っていたから、もう怖くて近づけなくて……ずっと息をひそめていたら、車が走っていく音が聞こえて、思い切って家に侵入したんだ。そうしたら、レイジーもアシュリーもいなくて。一生懸命捜していたら、おっさんに撃たれそうになったんだ」
「撃たれなくて良かったな」

　トラヴィスも美味しそうにピザを平らげると、汚れた手を厚手のペーパータオルで拭いた。
「食うか？」
「うん」

　ミカールはもう一切れ受け取る。
「アシュリーはミカールのことを知っているの？」
「レイジーが喋っていないなら、知らないと思うけど。あの夜に初めて会う予定だったから」
「でも、お前はアシュリーを知っている」
「そうだよ、レイジーから聞いていたんだ。大切な友達なんだって。だったら、俺にとっても大切な友人だよ」
「そうね」

　ミリアムは綺麗に食べて、手持ちのナプキンで口元を丁寧にぬぐう。
「あんたたち、何が聞きたいんだ？」

　ミカールは不審げに黒い眉毛を眉間によせて、口に含んだピザを呑み込んだ。
「はっきり言ってくれよ。そりゃ、まだガキだけど」
「違うわ。ミカールを子供扱いしているわけではないの」

　落ち着かせるように、ゆっくりと話を続ける。
「アシュリーの話ではね、二人を誘拐した連中がいない時を狙って、レイジーと逃げ出してきたんですって。その途中で、二手に別れたそうなのよ。アシュリーは嫌がったけれど、レイジーが提案したんですって。追っ手に捕まらないためにってね。でも、ここに着いたのはアシュリーだけだった」
「俺たちが考えたのは、レイジーはアシュリーと別れてから、また隠れ家に戻ったんじゃないかってことだ。アシュリーを無事に逃がすためにな」
「……そんな」

　ミカールは食べかけのピザをあやうく落とすところだった。慌てて両手で持ち直し、呆然と二人の捜査官を見る。
「ミカール、お前は一部始終を見ていたはずなんだ。もっと具体的に話してくれないか」

　ミカールは手元のピザに視線を落として、食い入るように凝視した。自分の眼の中にある光景をつぶさに思い出そうと、瞼を閉じたり開いたりする。だが、溜息だけが答えになった。
「……わからない。俺、どうなっているのか、本当にわからないよ……」
「あなたを責めているわけではないのよ。落ち着いて、ミカール」

　ミリアムは慎重に誘導してゆく。
「三人で落ち合おうとした場所で、アシュリーとレイジーが車で連れ去られるところを目撃したと言っていたけれど、どうやってその車のトランクに忍び込めたのかしら？」
「……無理だと思ったけど、その辺にあったバイクで後を追っかけたんだ。俺、バイクの運転はできるし……」

　ミカールは二人の捜査官の渋い顔を盗み見ながら、仕方なさそうに告白する。
「悪いことだとは思っているさ。でも仕方ないだろ！　友達が連れ去られたんだぞ！　しかも俺の兄貴が関わっているかもしれないんだぞ！　どうすりゃ良かったんだよ！」
「警察に通報するべきだった」

　トラヴィスはふくれっ面をした少年に笑った。
「だが、俺がお前だったら同じことをした」
「そのままバイクで追いかけたの？」

　ミリアムが話を戻した。
「……そうだけど、途中どこかのドライブスルーで止まってさ。一人、車から降りたんだ。たぶん、兄貴だと思う。だからこっそりと車に近づいていったんだ。そうしたら、トランクの鍵が壊れていてさ。俺、その時に忍び込んだんだ」
「どこかのドラマのような話だな」

　トラヴィスはそれが何のドラマか思い出すように、腕を組んで首を傾げた。
「俺が嘘をついているって言いたいんだろ！」

　ミカールはやけくそになっている。
「今考えると、俺もどこかのドラマに出演したような気分だよ！　だけど、監督もカメラマンもいなかったぜ！」
「落ち着いて、ミカール」

　ミリアムはとても優しい声を出した。隣に座るパートナーへは、ちょっと黙っていてという視線をおくる。
「ミカールがトランクに忍び込んだ後のことを話してくれる？」
「……俺はとにかく気づかれないように、息を潜めていた。その後、車はどこにも止まらずに走ったのはわかった。時間は……結構かかったと思う。俺も頭がパニックになっていたから、くわしく思い出せないんだ。でも、ようやく車が停止して、人が降りていった気配がしたから、俺もトランクから出たんだ……あとは、さっき話したとおりだよ」
「周囲の林の中に隠れていたのね？」
「うん」

　ミカールはうなだれるように頭をかいた。
「俺……ずっと、機会をうかがっていたんだ。兄貴が何をするのか不安で仕方なかったし……」

　髪の毛をかきむしる。
「俺、本当にアシュリーとレイジーが逃げ出したのは見てないんだよ……でも車のエンジンの音は聞いたんだ！　それで、家に近づいたら、車が見当たらなかったから……」
「落ち着け、ミカール」
「もしかして、その車にレイジーが乗っていたのかな……馬鹿だな、俺。何で追いかけなかったんだろう」

　ちくしょう、と自分を罵る。
「ねえ、レイジーは隠れ家に戻って、そこで兄貴に見つかって、また連れ去られたのかな？　その時に、レイジーのスニーカーが捨てられたのかな？　あんたたち、ＦＢＩなんだろ。教えてよ」
「まだ、詳しくはわからないわ。捜査中なの」
「あのな、坊主」

　トラヴィスは二つ目のピザを食べきると、べとべとになった指をぺろりと舌で舐めた。
「俺たちはレイジーのパソコンを押収して調べた。それには消去されたメールがあって、お前の兄貴からのものだった。いつからメールする仲になったか知っているか？」
「……俺が兄貴に紹介した後からじゃないかな」

　ミカールはショックを隠そうとした。
「そのメールを復元したんだが、自分が家出してお前と落ち合うことを伝えていた。だから、お前の兄貴は誘拐犯になれたんだ」
「……」

　ミカールは、今度は押し黙った。

　ミリアムとトラヴィスは目を交わした。潮時と判断し、静かに立ちあがる。
「いいか、一つ言えるのは、今回の事態はお前のせいじゃないってことだ。レイジーの自業自得だ。アシュリーも巻き込まれただけだ」

　トラヴィスはペーパータオルで指をぬぐうと、それをゴミ箱に捨て、ミリアムと一緒に無言に包まれた部屋を後にした。

　二人は対策本部室へと向かった。数名の部下とテーブルを囲んでいたノートン警部にミカールのことを頼んで、パーカーセンターを出た。
「ロス市内とその近郊で、検問とパトロールを強化しています。我々は、犯人はまだこの近辺に潜伏していると考えています。おそらく捕まっている少年も一緒でしょう」

　ノートン警部は二人に追加報告した。どちらも異議を挟まなかった。
「レイジーの家へ行く前に、アシュリーにもう一度会いましょう」

　クラウンヴィクトリアに乗り込んで、ミリアムは言った。
「あの坊主、本当に知らなかったようだな」
「そうね、荒唐無稽な話にも聞こえたけれど、嘘はついていないと感じたわ」

　ミリアムは後部座席にあるパソコンバックを確認する。
「アシュリーに、あのレイジーのパソコンのことも聞いてみましょう」
「そうだな」

　ついでに、あのふざけたメッセージについても確かめようと思った。

　——こんにちは——

　——お願いがあるんだけど、僕とアシュリーを探してね——

　トラヴィスは胸糞が悪くなった。最初からレイジーには全く良い印象を抱いていない。理由ははっきりとしないが、どうにも何かが引っかかってしょうがなかった。
「前にジェレミーが喋ったことを覚えている？」

　ミリアムは窓の外を眩しげに眺めた。今日もカリフォルニアの日差しは強く、道路沿いの高い椰子の木は気持ち良さげに日光を浴びている。
「レイジーの家をアラブ人が訪ねてきたって話か？」
「そのアラブ人って、ミカールのお兄さんのことかしら？　それとも、今朝出頭してきた容疑者のことかしら？」

　トラヴィスはハンドルを切りながら、集中的に考えた。
「そいつは、どうやって現れたんだ？」
「それが、正面玄関から入ってきたんですって。ジェスチャーを交えながら、片言の英語で喋ったらしいのよ。そこにちょうどヒースが到着して、アラビア語で問いかけると、同じアラビア語で自分はビルのガス爆発や、空き家の爆破事件を知っていると喋ったらしいわ。彼は保護を求めているの。それで、取調べ中よ」
「……保護か」
「弁護士も要求しているわ」
「犯罪者のマニュアル通りだな」

　トラヴィスは皮肉った。

　車は以前来た道を辿る。ジョギングや犬の散歩をしている平和な通りを過ぎて、青々と生い茂った緑の木々に囲まれた家の手前で停車した。二人は手早く降りる。トラヴィスはバックシートからパソコンバックを取り出した。

　二人が向かおうとした矢先、それを察知したかのようにグラハム家の玄関のドアが勢いよく開いて、アシュリーが飛び出してきた。
「アシュリー！！」

　少年は二人へまっしぐらに走ってくる。その後を、母親が追いかけてきた。
「あの……車の音が聞こえたから……」

　アシュリーは息を荒げている。少し走っただけなのに、気が動転しているようだった。
「落ち着いて。どうしたの？」
「……さっき、うちに電話がきて」

　レイジーから、と続ける。
「あの連中に殺されちゃうって……」
「レイジーから電話がかかってきたのか！」
「……うん」

　リサがアシュリーの肩を後ろから抱きしめた。
「あなたも聞いたのですか？」
「いいえ！　知らないわ！」

　リサはヒステリックに叫ぶ。
「アシュリー！　家に戻るわよ！」
「ママ！　レイジーが死んじゃう！」
「この人たちが助けてくれるわ！」

　トラヴィスは違和感を覚えた。息子が巻き込まれたと心配するのならわかるが、どうしてこれほど気が立っているのか不審だった。
「ミズ・グラハム、ちょっとこちらに来て下さい」

　トラヴィスはパソコンバックをその場に置くと、ミリアムに目配せして、強引にリサをアシュリーから引き離し、自宅の庭の隅に連れて行った。
「落ち着いて下さい。何があったんですか？」
「何もないわ！　離してちょうだい！」

　リサは噛みつくような勢いで、トラヴィスの腕を突き放した。
「レイジーが何をしたんですか？」

　トラヴィスは落ち着かせるようにやんわりと訊いた。アシュリーの母親は最初に出会ったときから、息子の友人のことになると、嫌悪感を剥き出しにしていた。異常ともいえるほどに。
「あなたは何を見たのですか？」

　リサの態度がうろたえた。どうやら的確な点をついたらしい。トラヴィスは刺激を与えないように、慎重に冷静にもう一度尋ねた。
「アシュリーのために、どうか教えてください。何を見たのですか？」
「——あの子が」

　やや待って、リサは口を開いた。トラヴィスの背後に見えるアシュリーを気にしている。アシュリーはミリアムに肩に手をおかれてなだめられている。こちらを心配そうに見つめながら。
「あの子が大嫌いなの。アシュリーが家に連れてきた時から、嫌いになったわ。なんて傲慢な子だろうって思ったの」

　トラヴィスは余計な口を挟まず、リサに喋らせた。
「なんて言ったら、わかってもらえるのかしら……言葉遣いは礼儀正しいのだけれど、わかるのよ。周囲を馬鹿にしている感じが。素直なアシュリーと正反対な子だったから、どうして仲が良くなったのか、不思議だったわ。私はアシュリーにつき合って欲しくないと思っているし、はっきりと注意したわ。でも、アシュリーは哀しそうな顔をするだけだった……」

　リサは息子に反抗されてショックなのかもしれない。トラヴィスはそう感じた。
「あの子の家は年老いたバーンズワース夫妻で、ご主人は退役軍人だったって聞いたわ。厳格な人で、あの子にすごく期待していらしたって聞いて、あの子は祖父母も騙していたんだわって思った。良い子の顔をしてね」
『あの子は良い子なんですからね』

　アンジェラの言葉が甦った。
「でも、良い子があんなことするもんですか！」

　またリサの声が峻烈しゅんれつになった。
「何を見たのですか？」

　トラヴィスは静かに先を促す。
「……一ヶ月ほど前だと思うけれど、深夜に車を運転していたら、あの子の家の近くを通りかかったの。あの辺に大きな木が植えられているんだけど、あの子がいて、木に寄りかかって立っていたわ。目の前には男性がいて……最初は普通に会話をしているように見えたの」

　トラヴィスは無言だ。
「……でも私は気になって、遠くからしばらく見ていたわ。そうしたら、二人は木から離れて自分の家の庭に入っていったの。私はとにかくアシュリーが心配だったから、車を置いて、あとを追いかけたわ。本当はいけないことだとわかっているけれど、あの子が何をしているのか確かめてやろうと思ったのよ……あの子の庭に忍び込んで、茂みから覗いたわ……何をしていたと思う？」

　トラヴィスは口を閉じたまま、首を横に振った。
「芝の上で、二人は抱き合ってキスをしていたのよ……」

　リサは唾を吐き捨てるように言った。
「信じられない光景だったわ……しかもあの子……私が覗いているのをわかっているみたいだった。視線を感じたのよ……覗き見ている私を小馬鹿にするような感じ……私のアシュリーが、もしあの子とそんなことになっていたらと思うと、気が変になりそうよ！」
「——落ち着いて下さい、リサ」

　トラヴィスは低く唸った。
「相手の男性の顔は見ましたか？」
「そんなの知らないわ！」

　——もしその相手がハムザ・アル・アブドュルだったら？

　トラヴィスはリサを落ち着かせてから、ミリアムの元に戻った。アシュリーはひどく思いつめた顔をしている。
「大丈夫だ、アシュリー。必ずレイジーを助ける」

　安心させるように肩を叩くと、パソコンバックを手渡した。
「レイジーのパソコンだ。預かっといてくれ」
「……はい」

　アシュリーの手は震えていたが、両腕でしっかりと抱きかかえた。

　トラヴィスはミリアムを促して車に乗り込むと、急発進させた。クラウンヴィクトリアは唸るような音をあげる。

　トラヴィスはアクセルを踏みながら、バックミラーを見た。その場を動かずにいるアシュリーの姿が小さくなっていき、やがて消えた。
「……あの子は何も知らない」

　トラヴィスは拳でハンドルを叩いた。
「全部茶番か！」
「何があったの？」

「レイジーとハムザは、相思相愛の仲だったんだ。茂みの中で、恋人のようにキスして抱きあうくらいにな！」
「その相手がハムザという証拠はまだないわ」

　トラヴィスの話を聞いても、ミリアムは冷静だった。
「話を飛躍しすぎよ」

　だが、トラヴィスは唇の端を皮肉げに曲げた。
「感動的なエンディングが俺たちを待っているんだぜ？」
「馬鹿言ってないで、早くレイジーの家に行きましょう」
「何があった？」

　ミリアムは頬にかかっていた髪を耳にかけた。
「アシュリーにきた電話は、レイジーの家からよ」
「罠じゃないのか？」
「でも、行くのよ」

　トラヴィスはスピードを速めた。カーレーサのようなハンドルさばきで、前方を走っている車を次々に追い越してゆく。しばらくすると、後方から白バイが追いかけてきた。
「ノートン警部、ＦＢＩのウィリアムズよ。捜査を妨害しないようにと、仕事熱心な警官へ伝えてくれないかしら」

　ミリアムは無線で連絡すると、数分後、白バイはストリートを右に曲がって消えた。

　再びエンジンを全開にした車の中で、ミリアムの携帯が鳴る。
「ハロウ、ウィリアムズ」

　トラヴィスは運転に注意しながら、ちらっと視線を投げた。おそらく、支局からだろう。
「ええ……はい……わかりました。今トラヴィスと向かっています」

　わずか数秒で携帯を切ると、ミリアムは厳しい表情になっていた。
「今朝の男が自供したわ。名前はアビド・シャヒーン。クウェート人で、イラク戦争で知り合いになったバーンズワース大佐に会いに来たそうよ。そこでレイジーと会って、ハムザを紹介されたらしいわ。彼はガス爆発をしたビルの管理人で、ハムザと一緒に事件を起こしたけれど、ハムザに強制されて言われたことをしただけだと主張しているわ」
「どうして今頃出頭してきたんだ？」
「アシュリーが逃げ出したことと、そのことでレイジーがハムザに殺されるかもしれないことに怖くなったんですって。レイジーの救出も訴えているわ」
「素人は素人の世界にいろよ」
「黙って。今朝ハムザはレイジーだけを連れて出かけたそうよ。シャヒーンはレイジーから、ここへ出頭するように言われたんですって。弁護士もついて、取引を申し出ているわ。リックは受けるつもりよ。担当の検事に掛け合っているわ」
「つまり司法取引か」
「そうよ」

　トラヴィスは仕方がないとはいえ、取引の類は好きではなかった。罪を犯した者は、きちんと裁かれるべきだと思っている。
「俺たちにハリウッドアクションを仕掛けたのも、そいつらか？」
「ええ、銃を撃ったのはハムザよ。その車にレイジーも乗っていたそうよ」
「くそったれが」

　汚く罵って、ハンドルを右に回した。バーンズワース家に続く通りに出る。
「ジェレミーとヒースも向かっている。市警からも援護が来るわ」
「ハムザは、小僧と婆さんを人質にして立てこもる気か？」
「そうかもしれないわね」

　ミリアムは硬い表情で頷く。
「早く行きましょう。嫌な予感がするわ」

　トラヴィスはさらにスピードをあげた。

　やがて、バーンズワース家の前に到着した。記憶にあるオリーブ色の家。茂みに覆われた庭。最初訪問した時には空っぽだったガレージには、車が見える。黒い装甲の車。自分たちを襲った車だ。

　トラヴィスは道路の先を見た。少し離れたところに、リサの言うとおり大きな木がある。
『男とキスをしていたのよ！』

　二人は銃を抜いて、車から出た。

　家の周囲に人影はない。銃を構えながら慎重に家のドアまで近づくと、二人は目で合図しあい、ミリアムは家の背後へと回った。

　トラヴィスはドアにすり寄り、ドアノブを掴む。息を整え、間を計ってから、ドアをこじ開けた。

　開けると同時に、すぐに銃を構える。この間と変わらぬ室内の風景。すぐ手前に二階へあがる階段があり、奥はダイニングルームになっている。その隣は、二人がアンジェラと対面した部屋だ。

　トラヴィスは息をひそめて、神経を極度にまで高めながら、一歩ずつ歩いた。家の中は静まり返っている。人の気配がしない。だがどこからか、人の話し声だけは聞こえてくる。雑音交じりの笑い声。リビングルームの方からだ。

　足音を消しながら、リビングルームのドアの脇に体を寄せた。透明なガラス張りのドアは少しだけ開いていて、中が見える。オフホワイトのテーブルにダークグリーンのソファー。花柄のマグカップが一つ置いてある。

　トラヴィスは音を立てないように、ドアを開けた。警戒しながら、中へ入る。テーブルの前にあるテレビには映像が映っていた。白人の中年女性が司会を務めるバラエティショー。オーディエンスの笑いが不自然に起こっている。

　マグカップを手に取った。コーヒーが入っている。まだ温かい。

　誰もいないことを確かめてから、リビングルームのドアを閉めた。

　トラヴィスは銃を構え直し、ダイニングルームを通り過ぎて、隣の部屋の前に忍び寄る。アンジェラの部屋のドアは固く閉じられていた。

　ドアに耳を寄せ、室内の様子を探る。それから、一気に開けた。

　銃口を向けて、素早く室内を見渡す。フローリングの床に横たわる手足が見えた。
「婆さん！」

　アンジェラ・バーンズワースがうつ伏せになって倒れていた。

　トラヴィスはドアを閉めてすぐさま駆け寄り、抱き上げる。アンジェラは血の気が失せた顔で、目を閉じていた。怪我はしておらず、血も流れていない。脈を量ると、弱々しいが切れてはいない。気を失っているようだ。

　安心したように息をついて、両腕で抱きかかえると、ベッドに寝かした。外へ連れていきたいが、アンジェラを襲った犯人がどこに潜んでいるかまだわからない状況では危険である。ミリアムが来てくれるといいが——そう思った時、廊下から小さな金属音が聞こえた。

　トラヴィスは閉め切られたドアを強く見据えた。銃を持ち直し、ドアに耳を添えて外の気配をうかがう。

　音はしない。

　アンジェラの様子を確かめてから、意を決めて、ドアを開けた。すぐに周囲を警戒し、部屋を守るようにして立つ。
「ＦＢＩだ！」

　怒鳴り声が空気を震わせた。

　再び、音がした。

　トラヴィスは息を呑みながら、その音がした方へ近づく。

　——誰だ。

　階段の側まで来た。すると、階段からトラヴィスの前に黒い影が落ちてきた。
「撃たないで！」

　とっさに引き金を引こうとした瞬間、少年の切迫した叫びが押し止める。
「誰だ！」

　トラヴィスは銃口を下ろさないで、その少年を睨みつけた。

　少年はゆっくりと両手をあげる。金髪、青い瞳、白い肌。まだ幼い顔立ち。どこかで見た覚えがある。
「……レイジー？」

　少年は疲れきった顔で、うんと頷いた。
「……一人か？」

　その時だった。

　トラヴィスは自分の後頭部に、何か硬いものが押しつけられるのを感じた。
「……ごめんなさい」

　レイジーがすまなそうに謝る。
「銃を捨てろ」

　男の緊迫した声。

　トラヴィスは言われたとおりにした。銃は派手な音を立てて、足元に落ちる。

　背後にいた男が、それを足で遠くに蹴った。
「手をあげろ！」

　トラヴィスは無言で両手を頭の高さまであげた。
「そのまま壁まで歩け！」

　後頭部に銃口を感じながら、命じられるままに階段沿いの壁まで進む。
「膝をつけ！」

　トラヴィスは壁に向かって腰を下ろし、膝をついた。
「レイジー、来い！」
「待って、その人はＦＢＩだよ！　手荒なことはやめて！」
「いいから来い！」

　トラヴィスの後頭部を烈しい一撃が見舞った。さらに、数回、乱暴に殴りつけられる。

　トラヴィスは呻いた。仰向けに倒れそうになるのを、後ろから靴で壁に強く押しつけられる。
「早くしろ！」

　怒鳴りつける言葉に交じり、レイジーの泣き声がした。

　トラヴィスの両手が後ろ手にされ、縄で縛りつけられる。足で激しく蹴られ、その場に崩れ落ちた。
「……ハムザ・アル・アブドュル……だな……」

　切れた唇で呟いた。

　中東系の顔立ちをしている青年は、自分を睨み上げているトラヴィスを、憎悪を込めて見下ろす。
「お前たちは薄汚い連中だ！　大勢のイスラム教徒を殺している犯罪者だ！」

　銃をまっすぐに突きつける。その空っぽの銃口を見つめ、トラヴィスは馬鹿にしたような笑いを浮かべた。
「……その薄汚い国で、自由に育ったんだろうが……」

　トラヴィスは苦しげに仰け反った。ハムザは革靴の踵で、何度もトラヴィスの頭を蹴った。
「やめて！　死んじゃう！」

　レイジーはハムザの足に後ろから抱きついた。
「人を殺せば殺人罪に問われちゃうよ！　そうなったら、もう終わりだよ！」
「うるさい！　お前は俺の言うとおりにしていればいいんだ！」

　レイジーを振り払って、再び銃を構える。

　トラヴィスはうつ伏せになった状態で、頭の痛みに眩暈がしながら、荒く息をついた。頭の皮膚が切れて出血しているのがわかる。唇も切れた。瞼も切れて、血が目に滲む。全身も痛い。

　くそったれ。トラヴィスは口の中で血を味わいながら、悪態をついた。不注意だった。まさかレイジーがあんな形で自分の前に現れるとは……
「アメリカ人はみんな地獄に堕ちてしまえ！」

　ハムザの絶叫が聞こえる。「やめて！」とレイジーの悲鳴が重なる。

　突然、銃声が轟いた。

　トラヴィスはぼやける視界で、ハムザが悲鳴をあげて、右肩を押さえながら倒れ込んだのを見た。肩からは、大量の血が吹き出ている。

　その背後で、玄関のドアが開いていた。一瞬ミリアムかと思ったが、銃を向けていたのはジェレミーだった。

　ジェレミーは油断なくハムザに近寄ると、落とした銃を拾う。後から来たヒースに手渡し、うつ伏せに倒れているトラヴィスの傍らで片膝をついて、銃を下ろした。
「大丈夫か」
「……ああ、口は聞けるぜ」

　トラヴィスは口の中に溜まった血を吐き出した。ジェレミーはそれを目にとめる。
「無茶をするな」

　トレンチコートの内側からナイフを取り出し、手際よく縄を切る。手首の内側に食い込んでいた戒めは、すぐに解けた。

　トラヴィスはジェレミーの助けを借りて、ゆっくりと起きあがる。まだ頭はひどく痛み、眩暈がひどい。しかしジェレミーの手がしっかりとトラヴィスの体を支えていて、なんとなく安心した。
「大丈夫か？」

　横からヒースも声をかける。
「ひどい男前になったな。これが自分を助けに来た恋人だったら、首にすがりついてキスしまくるところだ」

　トラヴィスは喉の奥で小さく笑った。まったく、そのとおりだと思った。人目がなかったら、ジェレミーと抱き合って、キスしているところだ。

　前方で甲高い声があがった。ハムザが突入してきた警官と救急隊員らの手で、ストレッチャーに乗せられて連行されてゆく。それを床にへたり込んで見守るレイジー。呆然としている。
「ミリアムが……」

　トラヴィスが言いかけた時、パートナーの急いだ声が聞こえてきた。
「誰か手伝って！」

　ヒースがすぐに奥へと走ってゆく。
「早くこの家から逃げて！　爆発するわ！」

　ジェレミーは素早くトラヴィスの肩に腕をまわして、立ち上がらせた。
「全員、退避しろ！　爆弾が仕掛けられている！　急いで逃げろ！」

　突入してきた警官たちが我先に駆け出す。レイジーも連れて行かれ、ジェレミーもトラヴィスを引きずっていく。

　トラヴィスは肩越しに振り返った。奥から、ヒースとミリアムが走ってくる。ヒースは背中にアンジェラを背負っている。
「早く！　もう時間がないわ！」

　四人は、ほぼ同時に家を出た。

　その次の瞬間、爆発した。
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　トラヴィスは怪我の手当てを終えて診療室を出ると、廊下で待っていたのはヒースだった。
「色男に変身したな」

　トラヴィスは頭に巻かれた白い包帯を窮屈そうに撫でた。
「大丈夫だって言っているのに。まいったぜ」

　救急車で運ばれたトラヴィスは、すぐに治療を受けた。ドクターヘンリー・ボーンはプロフェッショナルな仕事をした。患者の要望を無視し、全ての傷を診察して、残らず手当てしたのだ。
「俺の男前が台無しだ」

　ヒースが可笑しそうに吹き出した。トラヴィスの目元と唇と頬は、ガーゼと絆創膏で覆われている。ほったらかしにしていた傷も、しっかりと治療され、頭だけではなく、腕にも包帯が巻かれている。全治二週間。血が流れていたわりには、それほどひどい怪我ではなかったようだ。
「ミリアムとジェレミーはどうした？」

　二人は並んで歩き始める。
「ミリアムは現場に残って事後処理をしている。ジェレミーは容疑者がぶちこまれた病院に向かった」
「レイジーは？」
「ロス市警にいるよ。リックが事情を聞いていた。俺も一緒に聞いていたが、お前を思い出して迎えに来たわけだ」
「どういう話だった？」

　ヒースはすれ違ったブルネットの看護婦に、笑顔で手を振った。
「彼女にお前の居場所を教えてもらったんだ」

　トラヴィスが呆れても、ヒースはどこ吹く風だった。
「あの子は、ハムザに脅されていたそうだ。言うことを聞かないと、弟と友達を殺すぞってな」
「ミカールとアシュリーをか？」

　トラヴィスは意外そうに聞き返す。　
「ハムザの犯行に加担したんじゃないのか」
「あいにくだが、違うようだ。レイジーはハムザがそんな過激なことをするとは思っていなかったそうだ。ちょうど爺さんの知り合いというシャヒーンが訪ねて来て、ハムザに紹介した。それが今回の事件に繋がってしまったらしい。本人はとても後悔している」

　トラヴィスはあの家での様子を頭のなかで再現した。銃を突きつけてアメリカを罵倒するハムザ。それを必死で止めようとする怯えたレイジー……
「俺は納得できない」

　自分でも驚くくらい激しい口調だった。
「レイジーの行動はどうも妙だ。だったら、あのパソコンのメッセージは何だ？　どうしてハムザのメールを削除する必要があったんだ？」
「お前もだいぶ捜査官の口調になってきたな」

　ヒースは変に感心する。
「頭を蹴られて正気になったんだ」

　トラヴィスはジョークで言い返した。
「詳しく知りたいなら、お前が聞いてみろ。ただし相手の子は、誘拐された挙げ句に、我が家を爆破された可哀相な家なき子だってことを忘れるなよ」

　ヒースは冗談交じりにも釘を刺した。







　数十分後、ロス市警に到着し、取調室に直行すると、パトリックとレイジーがいた。大体の事情聴取は終わったようで、雑談をしている様子だった。
「怪我は大丈夫か？」

　パトリックはパイプ椅子から腰をあげた。
「平気だ。何ともない」

　ガーゼやら絆創膏やらを貼っている顔ではあまり説得力もなかったが、パトリックは頷いた。
「ご苦労だった、トラヴィス。死人が出なくて幸いだった」
「リック、俺もこの子と二人で話したいんだ」

　トラヴィスはレイジーに目をやる。レイジーはトラヴィスの姿にショックを受けているようだった。青い瞳が心なしか沈んでいるように見える。

　パトリックは思案するように腕を組んだ。
「……あの、僕は大丈夫です」

　三人の捜査官は一斉にレイジーを見た。
「僕は、何でも答えます」

　レイジーはトラヴィスに対して、きっぱりと言った。

　パトリックはレイジーの様子を確かめてから、了承した。
「では、トラヴィス。あまり長くならないように。君もこの子も疲れている」

　軽く注意をして、ヒースを促し、出て行く。

　トラヴィスはパトリックが座っていたパイプ椅子の横に立ち、テーブル越しに手を差し出した。
「トラヴィス・ヴェレッタだ」
「……レイジーです。レイジー・バーンズワース」

　レイジーもテーブルの下から腕を出して握手する。少年の手は小さかった。

　トラヴィスはパイプ椅子に座る。今初めて、現実のレイジーと対面した。

　最初に感じたのは、写真に写っていたレイジーと目の前にいる少年は、果たして同一人物なのだろうかということだった。顔と姿は瓜二つだが、写真に写っていた少年がどこか狡猾こうかつな印象だとすると、目の前の少年から受けるのは、穏やかで知的なものだ。別人と思えるほどに正反対である。
「お前、双子か？」

　思わずトラヴィスは訊いていた。
「いいえ、違います」

　レイジーはくすっと笑った。その笑顔はとても柔らかかった。
「でも、よく言われます。写真に写る僕と実際の僕を見て、みんなびっくりするみたいです」
「俺も驚いている」

　正直に言った。言葉遣いも、今時の子供にしては随分と品行方正だ。
「写真の僕は、たぶんそうなりたい僕が写っているんだと思います」
「悪い奴になりたいのか？」
「うん……ちょっとだけ」

　レイジーは言葉を濁した。
「お前の婆さんは、良い子だ良い子だって喋っていたぞ」
「だって、悪い子だったらおばあちゃんが泣いちゃうでしょう？」
「だから家出したくなったのか？」

　レイジーは心から自分の行動を悔やむように目を伏せた。
「……でも、ここまで悪いことをしたいなんて思わなかった……」

　消え入りそうな声で呟く。

　トラヴィスは自分の十代を思い出した。大人の言いつけに歯向かうのが、最高にクールだった。大人にやってはいけないと言われると、それをはりきってやった。親を困らせ、先生から説教されたが平気だった。十代とはそういうものだ。良い子であれば、尚更違う空気も吸ってみたくなるだろう。歳を積んだ今、自分の数々の愚行は、瓦礫がれきとなって想い出の片隅にずっと捨てられたままでいる。

　だが、さすがにガス爆発を起こしたり、爆弾を仕掛けて空き家を爆破させたり、あげくにはカーチェイスをして捜査官を襲撃したりはしなかった。
「お前はハムザに脅されていたのか？」

　率直に訊いた。

　レイジーは躊躇うように横を向いたが、首を縦に振った。
「最初に爆弾を仕掛けたって嘘の電話をしたのは、彼を満足させるため……彼は爆弾を仕掛けたがっていたけれど、ガス爆発の方がまだ被害が少なく済むと思って……だから彼には嘘をついて困らせればいいよって、僕が言ったんです。だから僕が九一一に電話をして……彼がそばで聞いていたから、わざと面白おかしく喋って……」

　途中言葉を切りながらも、ありのまま語っている端々には、強い後悔が滲んでいた。
「空き家の爆破は、ハムザのリクエストか？　自分を満足させるために」

　はい、とレイジーは小さい声で答えた。
「爆破の威力を知りたいと言っていたので、人が住んでいない空き家を勧めたんです。誰も死なせたくなかったから……」

　レイジーはうなだれた。
「誰も傷つかないように……彼にも、やめてって何度も言って……」

　疲れ切ったような声を出す。

　トラヴィスは同情するようにレイジーを見守った。しかし聞かなければならなかった。
「ハムザとは、どうやって知り合ったんだ？」
「……紹介されたんです」
「誰にだ？」

　レイジーは言いたくないというように顔を背ける。

　トラヴィスは質問を変えた。
「ミカールとはどうやって知り合った？」
「……フェイスブックです。僕はゲームが好きなんです」
「お前の部屋にゲーム機は見当たらなかったぞ？」
「アシュリーの家でやっていたんです。僕はスマホも持っていないし、おばあちゃんはゲームが好きじゃないから。だから、自分のパソコンもアシュリーの家に持ち込んでやっていたんです」
「ハムザのメールをどうして削除したんだ？」

　レイジーはトラヴィスをじっと見た。何か言いたげで寂しそうな目をしている。誰かに似ていると感じた。誰だろう。そうだ、アシュリーだ。
「もしミカールが見たら、傷つくと思ったんです」
「内緒だったからか？」
「それもあります。けれど、そのメールの内容をミカールが見てしまったら、すごく落ち込んで、苦しむと思ったんです。ミカールはお兄さんを愛しているし、自分がアメリカ人であることをとても誇りに思っているから」

　メールに記されたアメリカへの憎悪と怒り。

　ロス市警で最後に見た少年の絶句した姿が、トラヴィスの脳裏をよぎった。
「ミカールは……無事ですか？」

　レイジーはトラヴィスの口から聞きたいようだった。
「ああ、無事だ。両親が迎えに来て、一緒に帰ったはずだ」
「アシュリーも？」

　トラヴィスは安心させるように大きく頷いた。
「二人ともお前の心配をしていた」
「……良かった……」

　レイジーはようやく安堵したというように肩で息をついた。
「本当に良かった……」

　唇を噛み締めて、喜ぶ。

　トラヴィスはその姿に、本当は内気な少年なのかもしれないと、ふと思った。
「アシュリーとミカールを巻き込んでしまって、すごく後悔しているんです。僕一人で家を出ればよかった」
「ハムザにも教えなければよかったな」

　さり気なく口にした。レイジーの反応が見たかったのだが、少年は素直に反応した。
「けれど、シャヒーンさんが気になって……」

　トラヴィスは、自首してきたアラブ人は、司法取引で罪が軽減されると伝えた。レイジーはパトリックから聞いていたようで、安心した顔で頷いた。
「どうして、ハムザに会わせたんだ？」

　レイジーはちょっとだけ下を向いた。
「彼にとって、いいことだと思ったんです」
「何がだ？」

　トラヴィスは容赦なく突く。

　レイジーは吸い寄せられるように顔をあげた。自嘲気味な色が浮かんでいる。しかし視線を逸らしたりはしなかった。
「実際に、あの辺りに住んでいるイスラム教の人に会えば、違った考えが生まれてくるかもしれないと思ったんです」

　それを願うような口ぶりだった。
「でも……逆になってしまった……」

　トラヴィスは今回の事件のあらましを大体理解した。アメリカのイスラム諸国へ対する行為から反米主義者になったハムザ。前々から計画を考えていたに違いない。そこへ中東から来たイスラム教徒が現れる。しかもイラク戦争をリアルタイムで目撃した人間。何を語ったかは想像だ。しかしその後に事件は起こり始めた。レイジーとアシュリーの誘拐から。
「ハムザは……」

　言いかけて、言葉がとまった。ハムザはお前とどういう関係なんだ？　と口から出かかったが、先刻のヒースの言葉がそれを押し止めた。誘拐され、脅され、家をなくした少年。まだ十五歳だ。しかもキスした相手によって、そんな目に合わされたのだ。

　あの時、必死にハムザを止めようとしたレイジー。

　トラヴィスは、深い繋がりがあったかもしれない犯罪者について、違う質問をした。
「……ハムザは、どうしてお前の家に行ったんだ？」

　しばらく、レイジーは無言で俯いていた。
「……わかりません」

　その答えしか見つけられなかったというように、ぽつりと呟いた。
「ごめんなさい……」
「いや、ありがとう」

　トラヴィスは潮時と捉えて立ち上がった。まだ質問したいことは色々とあったが、パトリックが聞き出しているだろうと考えた。自分はもうここでやるべきことはないと感じた。
「あとで、弁護士が来る。それまでここで待っていろ」

　背を向けたトラヴィスを、レイジーが呼び止めた。
「怪我、大丈夫ですか？」

　トラヴィスは予想外なことを耳にしたというように、アーモンド色の瞳を丸くした。だがすぐに、ガーゼや絆創膏で覆われた顔で笑った。
「ああ、大丈夫だ。心配してくれてありがとう」

　トラヴィスも、ふいに思い出したことがあった。
「そういえば、あのパソコンのメッセージは何だ？」
「……メッセージ？……」

　今度はレイジーが顔を赤くした。
「あれは……ほんのジョークです。家出した僕たちを捜すのは、ＦＢＩだと思ったから……だってドラマではそうでしょう？」

　どのドラマだとトラヴィスは唸ったが、子供のイタズラなら自分も思い出がたくさんあるので、そのまま部屋を出た。

　最後にレイジーを振り返ると、膝上に両手を置いて、ずっと俯いていた。それはひどく寂しげだった。

　対策室に行くと、ヒースがモートン警部と肩を寄せて何やら喋っていた。ＦＢＩ連邦捜査官とロサンゼルス市警の警部が仕事で話し合っているという雰囲気ではなく、ハンサムな色男が知的な女性を口説いているといったいいムードである。他に人はおらず、モートン警部の暗褐色の口紅が、楽しそうに笑っている。

　ドアを半開きにして、今にも口笛を吹きそうなトラヴィスに気づいたヒースは、慌てもせず、モートン警部に手を振って離れた。
「カリフォルニアにまで来て口説くな」
「美人を口説くのは、男の役目なんだぞ」

　二人は小声で言い合いながら、通路へ出る。
「それより、お前の方は無事に終わったか？　家なき子を苛めなかっただろうな」
「俺はお前よりいい子なんだ」

　トラヴィスは揶揄するように言った。
「ちゃんと丁寧に訊いたさ。写真の印象とだいぶ違うから、驚いたぜ。こっちの質問にも、率直に答えてくれた」
「リックの質問にも、全部答えた。あとはハムザを尋問して、証言に嘘がないか確認だな」

　パーカーセンターを出て、駐車場に停めてある車に向かう。
「あのアラブ人は大丈夫か？　裁判で証言してくれないと、俺たちが困る」
「ちゃんと、アラビア語を駆使して安心させてきたさ。本人はもう国に帰りたがっている。こんな悪魔の国にはいたくないんだとさ」
「言えているな」

　二人の捜査官は同意するように首をすくめた。

　ヒースは運転席に、トラヴィスは助手席に乗り込んで、ドアを閉める。
「それにしても、逮捕してみれば、単純な事件だったな。死人が出なかったから、そう思えるんだな。どうした？」

　隣でトラヴィスは妙な顔をして首を傾げていた。喉に何かがずっと引っかかっているとでもいうような。
「いや……確かに、単純だった。テロとも言えないような事件だった」
「お前も、殴られたボクサーになったからな」
「やかましい」

　トラヴィスはじろっと睨みつけたものの、どこか浮かないような表情で窓を向く。
「何だ、小便か？」
「お前にかけてやるから安心しろ——理由はわからないが、あっさりと終わったのが気に入らないんだ」
「陰謀はこれからってことか？」

　ヒースは愉しそうにハンドルを握る。
「黒幕はアメリカ合衆国、そして悪の二大権力コンビ、ＣＩＡ＆ＦＢＩ。ハリウッドで映画化間違いなしだな。監督はオリバー・ストーンかマイケル・ムーアでどうだ」
「お前は最初からこの事件に関っていないから、俺の妙な気持ちがわからないんだ」

　そう言いつつも、トラヴィスもその「妙な気持ち」をうまく説明できなかった。
「恋の予感か？」
「蹴飛ばすぞ」
「考えすぎだ、ヴェレッタ捜査官」

　ヒースは隣を見て、片目を瞑る。
「お前は銃で襲われた。だから、もっと劇的な展開になるはずだと、どこかで思い込んでいるんだ。こんなあっさりと終わっていいのか？　俺の男前な顔まで怪我をしたというのに？　嘘だろう？　くそったれ！——ナレーションはこんな感じだな」
「最後の気持ちだけは正解だ」
「トラヴィス、事件というのは、案外シンプルなんだぞ？」

　どこかで聞いた言葉だと思った。どこだっただろう？　すぐに思い出した。自分がジェレミーに言った科白だ。
「……くそったれ」

　ヒースはもうほっとこうというように、大きくカーブを曲がった。







　二人はロス支局へ戻ると、そこでミリアムと合流した。

　パトリックもいて、捜査が終了し、ワシントンへ引き上げる旨を伝えた。あとはロス支局が引き継ぐことになった。
「大きな怪我でなくて良かったわ、トラヴィス」

　ミリアムはトラヴィスが現れると、安心したように抱きしめた。
「神様に嫌われているんだ」

　トラヴィスもミリアムと抱き合う。その視線が誰かを探すように辺りを一周した。
「ジェレミーはどうした？」

　ヒースもこの場にいない捜査官に気がつく。
「もう本部に帰ったわ。アリスンの命令よ」

　ミリアムはトラヴィスを見上げた。
「でも、その前にレイジーに会っていくと言っていたわ。ロス市警で会わなかった？」
「いや」

　トラヴィスは素っ気なく返事をした。

　ヒースがやれやれというように肩を鳴らす。
「相変わらずエリートはスケジュールがタイトだな」
「仕方がないわ。アリスンの部下だし。どうも、厄介な事件が起きたようね」
「カリフォルニアまで来ることもなかったんだ、あの馬鹿は」

　トラヴィスは刺々しく毒づいた。ミリアムとヒースが顔を見合わせる。
「機嫌が悪いね、トラヴィス」

　パトリックは戻ってきた部下の様子がおかしいことに気がついた。
「何か不満でも？」
「俺は納得できない、リック」

　トラヴィスはバケツに溜まった水をぶちまけるように吐き出す。
「こんな形で解決するなんて、何かを見落としているような気がする」
「何を見落としていると？」

　トラヴィスは具体的に考えた。灰色の煙のようなものが、頭のなかで何重にも渦巻いている。それを掴もうとしても、空振りするだけだ。
「君は、あやうく銃で撃たれるところだった。そのショックを引きずっているんじゃないのかね？」
「俺はアカデミーで地獄のような訓練に生き残ったんだ。そんなヤワじゃない」

　トラヴィスは心外だというように口調を荒くした。

　パトリックは苦笑した。
「そう、十分承知しているよ、トラヴィス。君は人類が滅ぶと聞いても、平気で生き延びることを考えるだろう」
「まあね」

　トラヴィスは誉められているのか貶けなされているのかわからなかった。
「この事件の犯人は逮捕された。誘拐された少年も無事に保護した。あとは検察の仕事だ」

　パトリックはトラヴィスへ説明するような口調になる。
「証拠も十分だ。事件の共謀者は、司法取引で全てを証言してくれる。誘拐された少年もだ。検察の求めに応じて、裁判で証言するだろう。犯人のそばにいて、事件を目撃していたのだから」
「それは、そうなんだが……」
「犯人の目的は、アメリカへのテロ攻撃。それは少年へ送ったメール内容でも証明できる。違うかね？」
「その通りだ、リック」

　トラヴィスは首をすくめて同意する。
「君は、最初にこう言ったね、今回の事件は子供のイタズラだと」

　パトリックはまるで部下の不満をわかっているかのように、落ち着いている。
「子供のイタズラとは、とても象徴的な言葉だ」

　意味ありげに、口元に笑みを見せる。
「たとえイタズラでも、証拠があれば、それは明白な犯罪だ。事件を起こした者が罪を問われるのは、当たり前だろう。他の誰でもない。事件を起こした当事者自身がね」
「……リック？」
「つまり、そういうことだ」

　トラヴィスは——ミリアムやヒースも、その言葉の真意に、敏感に反応する。

　だがそれ以上、上司は語らなかった。
「さあ、事件は解決した。帰ろう、ワシントンへ」







　その夜、ホテルで着替えをしていたトラヴィスは、トントンとドアをノックされて、舌打ちしながらシャツをベッドに放り投げた。本来だったら、もうカリフォルニアを発ってワシントンへ向かっている最中なのだが、どういうわけか飛行機の予約の手配がトラヴィスだけ翌日に回されていて、本人は何度も確認し抗議したが、あいにく満席で予約は覆らず、信じられないことに他の便も全て座席が埋まっていて、仕方なく一人ホテルへ戻った。勿論、あとの三人は機上の人である。

　ホテルのフロント係は再び現れたトラヴィスに、可哀想にというオーバーなジェスチャーを交えながら、空いている部屋のキーを渡した。それはダブルだったが、その部屋しか空いていないと肩をすくめられて、くそったれと思いながら受け取った。
「寝ているぜ！」

　トラヴィスは不機嫌にドアを開けた。こんな夜にどこの馬鹿野郎だと思ったが、現れた人物に驚いた。そこにいたのは、とっくに本部へ帰ったはずのジェレミーだった。
「……お前も飛行機がハイジャックされたのか？」

　トラヴィスは思わず言った。突然の登場に少々面食らったが、当のジェレミーは構うことなく部屋へ入ると、鍵をかけた。
「飛行機の予約が明日になっていた。帰れないから泊めてくれ」
「……冗談だろう？」

　だがジェレミーはそ知らぬ顔で、トラヴィスを通り過ぎる。
「部屋はダブルだから、私も泊まれるだろう？」
「……おい、まさか……」
「私は治安を守る連邦捜査官だ」

　ジェレミーは振り返って、トラヴィスの疑念を打ち払うように言った。
「それより、怪我は大丈夫か？」
「……ああ、前よりセクシーになった」

　どう考えても二人揃って同じ理由で足止めとはおかしいのだが、トラヴィスは深く考えるのをやめた。正直、ジェレミーに会えたのは嬉しかった。
「すぐに治るさ」

　トラヴィスはベッドに転がっているシャツを手に取る。
「トラヴィス」

　ジェレミーはベッドに腰を下ろし、トラヴィスを見上げると、腰に腕をまわして引き寄せる
「おい……」

　忙しいんだと言いかけたトラヴィスを自分へ屈ませると、文句の多い唇を塞いだ。背中にも腕をまわし、しばらくキスする。
「もう無鉄砲なことはするな」

　ジェレミーは口を離すと、冷たく囁いた。
「私が間に合わなかったら、撃たれて死んでいたぞ。捜査官なら、慎重に行動するべきだった」　　
「——俺に説教するために居残ったのか」

　トラヴィスも低く言い返した。甘く舌を絡めあったキスの香りなど、唇にも残っていないような剣呑さだ。
「俺はお前の部下じゃない。説教したければ、他をあたれ」

　腕を振り払おうとしたトラヴィスを、ジェレミーは強い力で押さえつける。
「お前を死なせないためなら、たとえお前の頭が怒りで丸焼きになろうとも全く構わない。詰ろうが貶そうが、好きにすればいい。その権利はお前にある」

　そう言うと、また口を塞ぐ。トラヴィスを押さえつけながらの喰いつくようなキスだった。
「……ジェレミー……」

　トラヴィスは首筋を舌で這われ、肌が震える。
「お前……急いで帰らなくていいのか……」

　着ていたシャツの胸元を大きく広げられ、味わうように舐められてゆく。厚い胸板で突起している乳首も舌の先で触れられ、トラヴィスは小さく声を洩らした。
「アリスンは私を呼びつけたかっただけだ」
「愛されて……いるな」
「彼女が愛しているのは権力だ」

　ジェレミーはトラヴィスを優しくベッドの上に寝かせた。それから上着を脱ぎ、ネクタイを緩める。
「今日は大変な一日だった。今夜はもう寝よう」

　トラヴィスは傍らで全ての服を脱ぐジェレミーを黙って見上げた。
「お前の裸を見ながら寝るのか？」
「そうだ」

　均整のとれた肉体が露になった。ジェレミーはトラヴィスの上に馬乗りになり、手を伸ばしてシャツのボタンをほどく。
「お前は怪我をしている。そんな時に、やれないだろう？」

　シャツは前だけをはだけたままにして、手際よくズボンやトランクスも脱がし、トラヴィスの下半身が剥き出しになる。
「もう感じているのか？」

　勃っているペニスにからかった。
「悪かったな。目の前でストリップショウなんかするな。余計に寝られないだろうが」

　トラヴィスは思いっきり口悪く言ってやった。

　ジェレミーはそんな戯れ言も愉しいかのように、軽く頬にキスをする。
「わかった。それじゃ寝かせてやろう、お坊ちゃま」

　トラヴィスの足を押し広げると、その間に顔を埋めた。そして、晒されていたペニスを口に含んで、ゆっくりと愛撫をはじめる。

　トラヴィスは呻いて背中で仰け反った。反射的に足が動いたが、ジェレミーがその自由を奪った。自然に立て膝になって、両手でシーツを掴んだ。

　ジェレミーは自信たっぷりに、そして容赦なく、トラヴィスのペニスを吸いあげるように舐めてゆく。
「……ジェレ……ミー……」
「……どうした？　お坊ちゃま」

　トラヴィスは何事か呟いた。だが聞こえてきたのは、熱い喘ぎだけだった。
「……出していいぞ、トラヴィス」

　やがて、ジェレミーは顔をあげて囁いた。トラヴィスのペニスは、弾けそうなほどに膨らんでいる。

　トラヴィスは身をよじった。言われなくても、自分のなかの卑猥ひわいな欲情は外へ解放されたがっている。
「……我慢するな」

　ジェレミーは片手でペニスに悪戯をした。すぐにトラヴィスが敏感に反応する。
「……駄目……だ……」
「大人しく出せ。変なところで、強情だ」

　再び、舌と唇で奉仕をはじめる。

　トラヴィスはシーツを強く握りしめた。もう堪え切れなかった。

　愛撫されていた先端から、精液が流れ出る。それはジェレミーの口の中を汚し、シーツを濡らした。

　トラヴィスは力がぬけたように、ベッドの上に全身を投げ出す。

　ジェレミーは自分についた精液を腕でぬぐいながら、上半身を起こした。サイドテーブルにあるティッシュを取り、自分の口を拭いた。さらに数枚取って、トラヴィスのペニスも拭く。随分と濡れていた。
「眠たくなったか？」

　トラヴィスは肩で息をつきながら、自分を頭上から覗き込む恋人をじろりと見た。
「……これで寝られたら……ただの阿呆だ」
「そうだな」

　ジェレミーは笑って、トラヴィスの横に寝転んだ。
「今夜はこれで終わりだ。怪我人をこれ以上興奮させたくない」

　トラヴィスを抱き寄せ、包帯の巻かれた頭を優しく撫でる。
「……お前のせいで、俺のはしばらく突っ立ったままだぜ」
「私のもだ。今、ありったけの理性を総動員して、怪我人を抱かないように頑張っているんだ。この努力を誉めて欲しい」
「お前も変なところで強情だな」

　トラヴィスはおかしそうに笑った。

　ジェレミーはそのガーゼと絆創膏がトレードマークになった顔に、甘く口づけをする。
「その代わり、明日の朝目が覚めた時に、必ずそばにいる。だから、安心して目を瞑ってくれ」
「ふん、お坊ちゃまは添い寝してくれないと寝られないからな」

　トラヴィスは茶化すと、ジェレミーの頬に手を添え、逆に唇を奪う。二人は互いに抱き合い、求め合うようにキスをしあった。

　そのうちに、トラヴィスの右手が身体の線を這うように下りていき、猛り立っている恋人のペニスを掴んだ。
「……お坊ちゃまは、添い寝だけじゃ寝られないんだぜ？」

　耳元で囁く。
「トラヴィス……」
「俺を抱きたくないのか？」

　挑発的に言った。

　ジェレミーは鼻先で大胆に誘う恋人の捜査官を、まるで言いつけの聞かない生徒を叱るかのように見つめた。だが、その表情は徐々に不敵に変わってゆく。
「もちろん、抱きたいに決まっている」

　声がかすれたのは、トラヴィスの悪戯のせいだ。
「じゃあ、抱けよ……遠慮するな。俺はお前に抱かれたいんだ」

　トラヴィスは無邪気に誘惑する。

　ジェレミーはゆっくりと口許で笑みを広げた。それが返事だった。

　トラヴィスを仰向けにすると、その上に覆いかぶさる。
「……興奮しすぎて、怪我が悪化しても、文句を言うな」
「文句を言われるために来たんだろう？……思い切り悪態をついてやるぜ」

　そうして、二人は愉しげに笑いあった。



エピローグ




　レイジーは病室のドアを閉めると、廊下の先にミカールが立っているのに気がついた。ちらりと一瞥して、背を向けて歩き始める。その後ろを、ミカールも同じ歩調でついていった。

　階段を下りて、一階のロビーの隅にある使い古されたソファーに座った。周辺は患者で溢れかえっていた。医師やナースが慌しく行き交い、まるで戦場のようである。緊急のＥＲだから仕方がないだろう。

　ほどなくミカールもやって来て、隣に腰を下ろすと、持っていた紙コップのうち、一つを差し出した。
「ありがとう」

　レイジーは受け取って、口をつけた。甘い香りがするコーヒーだった。

　ミカールも熱さに気をつけながら飲む。

　しばらく、二人は何も喋らなかった。
「——婆さん、大丈夫だったか？」

　コーヒーを飲んで一息ついたのか、ミカールが前を向いたまま口をひらいた。
「うん、大丈夫だよ。ちょっとびっくりして、寝込んでいるだけだよ。君のほうこそ大丈夫だった？」
「ああ、平気さ。マスコミに追いかけられたけど、すぐに次の話題に飛んでいくだろうよ。親父とお袋はまだ寝込んでいるけど」
「かわいそうに」
「でも、人殺ししたわけじゃないから」

　ミカールは紙コップを右手で持ったまま、深々と息をついて、隣を振り返った。
「お前のおかげだ、レイジー。本当に感謝している」
「どうってことないさ」

　レイジーは小さく笑った。
「全部、君のお兄さんがやったことだからね。僕は見ていただけだよ」
「そう……うまく見ていてくれたようだな」

　ミカールは呟いた。ちょうど、緊急患者が運ばれてきて、血だらけの男性が手術室へ入ってゆくのが見えた。ＥＲ内は相変わらず騒然としていて、ロビーの片隅にいる白人とアラブ系の少年たちには、誰も気にもとめていない。
「君の希望したとおりになったと思うよ」

　レイジーはコーヒーを飲みながら、ミカールを振り返った。
「これで、満足？」

　まるでゲームの感想を訊くような口振りだった。

　ミカールはレイジーを見つめた。十五歳の少年にしては、驚くほど冷ややかな眼差しをしていた。
「ああ、しばらく刑務所で暮らせば、馬鹿な兄貴も頭を冷やすだろうさ。エジプトにいたコプト教徒の親父とお袋が、どれだけ苦労してアメリカへ渡ってきたのか、少しは思い出すはずだ」

　以前に捜査官たちと喋っていた同一の少年とは思えないような、突き放すような声だった。

　レイジーの唇が、酷薄げな笑みを浮かべる。
「君の、そのドライな性格が大好きだよ」

　その表情は、トラヴィスが写真で見た印象そのもののレイジーだった。
「お前にも、兄貴と恋人ごっこをやらせてしまったな」

　ミカールは悪びれもせず口にする。
「全然気にしてないよ……ああ」

　レイジーは思い出したように、クスクスと笑う。
「どうした？」
「ううん、夜に彼と一緒にいたら、アシュリーのママに見られたんだ。あんまり見ているから、キスも見せてやろうと思ってさ。そうしたら、すっかり僕を嫌いになったようだよ。きっとアシュリーとやっているところを想像したんだろうね」
「悪い奴だな、お前は」

　ミカールはさすがに苦笑する。
「お前の大切な友人は、すっかりお前が被害者だって信じ込んでいるぞ。僕の大切なレイジー、ひどい目にあって可哀相……ってな」
「当然だよ、アシュリーは僕の心配だけをしていればいい」

　レイジーは傲慢な主人のように言い切る。
「そのお友達に邪魔されなければ、もっと簡単だったんだぜ？」　
「仕方がないよ。アシュリーにとって僕は大切な友人だから」

　ミカールは鼻で笑った。
「婆さんが退院してくるまで、俺の家で暮らすんだから、両親がいない時に連れ込んでもいいぜ」
「気持ちだけ受け取っておくよ」

　二人はコーヒーを飲み終えると、立ち上がった。
「……それにしても、あのおっそろしい連中に撃たれそうになった時は、正直びびったぜ」

　ミカールは隅にあるゴミ箱に紙コップを投げ捨てた。
「本当にヤバい連中だった」
「心配することないよ。あのおっかない人たちがどれだけ探っても、僕たちは関係ない。だって、彼一人でやったんだから。僕は誘拐されて、彼に言っていただけだよ。やめて、死んじゃうよ、そんなひどいことをしちゃだめだよってさ」

　レイジーも紙コップを捨てる。
「彼は自分を正しいと思っていたから、止めようとすればするほど、一人で盛りあがってくれた……」

　唐突に、金髪のおっかない人が浮かんだ。あの人の良さそうな男性がいなくなったあとで、取調室に現れた男性。ドアを開いて、自分を一瞥だけしていった。まるでお前たちの企みは全てお見通しだと言わんばかりに。

　だがレイジーはすぐに打ち消した。だからどうしたの？　僕は何もしていない。事件を唆そそのかしたわけでもない。ただただ彼に言われたとおりにしただけ。それはお爺ちゃんの知り合いが、ちゃんと証言してくれる。
「本当に、神に感謝しないと……都合のいい時に、お爺ちゃんの知り合いが来てくれるなんて」
「何をやった奴なんだ？」

　ミカールは利用できる人としか教えられていない。
「お爺ちゃんと一緒に、いけないことをした人だよ。イラク戦争が終わったあとでね」

　レイジーは含み笑いを洩らす。
「彼が聞いたら、それこそ怒り出すようなことをね……」

　レイジーとミカールは同時に振り返った。後ろから、自分たちを呼ぶ声がした。往来する人々の間を通りぬけてやって来たのは、アシュリーだった。
「お婆ちゃんのお見舞いに来てくれたの？」
「うん、すごく心配だったから」

　アシュリーは肩で息をついていた。走ってきたようだ。
「ママと来たの？」
「……うん」

　アシュリーは困ったように頷いた。レイジーは事情を察した。
「来てくれて嬉しいよ。一緒に行こう」

　友人の手には花束がある。

　レイジーは忘れていたというように、ミカールを紹介した。
「初めてだよね。彼はミカール。僕たちを助けようとしてくれたんだ」
「うん、聞いているよ」

　アシュリーは笑顔で手を差し出す。ミカールはその手をしっかりと握り返した。
「俺の兄貴がひどいことをして、本当にすまなかったと思っている。でも、仲良くしてくれると嬉しいな」
「気にしないで。レイジーの友人は、僕の友人だから」

　先程までレイジーと喋っていた時の殺伐とした表情が嘘のように、ミカールは陽気な笑顔を見せた。
「あ……ちょっと待っていてくれる？　すぐ戻ってくるから」

　アシュリーは踵を返すと、急いで走ってゆく。
「どうしたんだ？」
「きっと、まぬけなママがヒステリーを起こさないように、なだめに行ったんだよ」

　アシュリーの後ろ姿を見つめながら、辛辣にレイジーは言う。

　ミカールはしばらく考えるように顎を撫でて、ちらっと隣に目をやった。
「お前、抱きたいって顔をしているぞ？」

　レイジーはすぐには何も言わなかった。
「……今は、抱かないよ」

　アシュリーの姿が見えなくなっても、レイジーは動かない。
「今はね……」

　少年の目は、鋭く遠くを見据えていた。
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